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Ⅰ 法人の概要

東邦大学医学部正門



Ⅰ 法人の概要

「自然・生命・人間」

人生はわれらの内心の表現であり
日々の行為はわれらの内心の絶え間ない現われである

それゆえ心の持ち方ほど大切なものはない

何のために自然と人生を探求するのであるか
何のために自分を反省するのか

それは人間らしく生きたいからである

いかに理知に富んでいても
しっかりした人生の目標がなく

ただその日その日を過ごしていたならば
ちょうど　かじがなくて航海する船のようなものである

人間は人間だけで生きているのではない
われわれのまわりには山あり川あり
草あり木あり　あらゆるものがある

そのなかに人間として生をうけたのである

人間はもともと大自然の一部分として
自然界のうちに生き

大自然のうちに生命を託しているのである

幽玄をきわめた大自然のうちに一身をゆだねて
心ゆくばかりその霊妙な情調を経験するときほど

人間は幸福な祝福にみちた時はない

額田晉 （1957年著） 『自然・生命・人間』より

1. 建学の精神
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1925（大正14）年 帝国女子医学専門学校　開設

  帝国女子医学専門学校付属病院　開設

1926（大正15）年 帝国女子医学専門学校付属看護婦養成所　開設

1927（昭和2）年 帝国女子医学専門学校に薬学科を増設

1941（昭和16）年 帝国女子理学専門学校　開設

1947（昭和22）年 東邦医科大学（旧制）予科　開設

1950（昭和25）年 東邦女子医学薬学・理学専門学校や東邦医科・薬科大学等を経て東邦大学が誕生

1952（昭和27）年 東邦大学付属東邦高等学校　開設

1957（昭和32）年 駒場東邦中学校　駒場東邦高等学校　開設

1959（昭和34）年 東邦大学大学院医学研究科　開設

1961（昭和36）年 東邦大学付属東邦中学校　開設

1964（昭和39）年 東邦大学医学部付属大橋病院　開設

1965（昭和40）年 東邦大学医学部付属高等看護学校　開設

1979（昭和54）年 東邦大学大学院薬学研究科医療薬学専攻修士課程　開設

1981（昭和56）年 東邦大学大学院薬学研究科医療薬学専攻博士課程　開設

1982（昭和57）年 東邦大学理学部物理学科　開設

  東邦大学大学院理学研究科化学・生物学専攻修士課程　開設

1984（昭和59）年 東邦大学大学院理学研究科化学・生物学専攻博士課程　開設

1985（昭和60）年 東邦大学医療短期大学看護学科　開設

1986（昭和61）年 東邦大学大学院理学研究科物理学専攻修士課程　開設

1988（昭和63）年 東邦大学大学院理学研究科物理学専攻博士課程　開設

1989（平成元）年 東邦大学理学部生物分子科学科・情報科学科　開設

1991（平成3）年 東邦大学佐倉看護専門学校　開設

  東邦大学医学部付属佐倉病院　開設

1993（平成5）年 東邦大学大学院理学研究科生物分子科学・情報科学専攻修士課程　開設

1995（平成7）年 東邦大学大学院理学研究科生物分子科学専攻博士課程　開設

1996（平成8）年 東邦大学大学院理学研究科情報科学専攻博士課程　開設

2002（平成14）年 東邦大学医学部看護学科　開設

2005（平成17）年 東邦大学理学部生命圏環境科学科　開設

2006（平成18）年 東邦大学大学院医学研究科医科学および看護学専攻修士課程　開設

  東邦大学薬学部薬学科（6年制）　開設

2009（平成21）年 東邦大学大学院理学研究科環境科学専攻修士課程　開設

2010（平成22）年 東邦大学大学院医学研究科医学専攻・看護学専攻博士課程　開設

  東邦大学大学院薬学研究科薬科学専攻修士課程　開設

2011（平成23）年　 東邦大学看護学部看護学科　開設

  東邦大学大学院理学研究科環境科学専攻博士課程　開設

2012（平成24）年　 東邦大学大学院薬学研究科医療薬学専攻博士課程（4年制）　開設

2013（平成25）年　 東邦大学大学院看護学研究科看護学専攻　開設

2017（平成29）年　 東邦大学健康科学部看護学科　開設

2. 沿革
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① 法人組織

東邦大学

付属東邦中・高等学校

医療センター大森病院

習志野メディアセンター

佐倉看護専門学校

産学連携本部

医療センター佐倉病院

駒場東邦中・高等学校

医療センター大橋病院

ネットワークセンター

メディアネットセンター 医学メディアセンター

羽田空港クリニック

羽田空港国際線クリニック

大 学 院

医 学 部

薬 学 部

看護学部

健康科学部

理 学 部

医学研究科

医 学 科

薬 学 科

看護学科

看護学科

化 学 科

生物分子科学科

情報科学科

生物学科

物理学科

生命圏環境科学科

理学研究科

看護学研究科

薬学研究科

医学専攻 （博士）

化学専攻 （修士・博士）

 物理学専攻 （修士・博士）

医療薬学専攻 （博士）

薬科学専攻 （修士）

医科学専攻 （修士）

生物学専攻 （修士・博士）

情報科学専攻 （修士・博士）

生物分子科学専攻 （修士・博士）

環境科学専攻 （修士・博士）

看護学専攻 （修士・博士）

理 事 会

評議員会

監　事

Ⅰ 法人の概要

3. 組織 平成30年3月31日現在
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② 事務組織および教育・研究支援組織

東邦大学

付属東邦中・高等学校

医学メディアセンター

佐倉看護専門学校

駒場東邦中・高等学校

習志野メディアセンター

ネットワークセンター

メディアネットセンター

産学連携本部

事 務 室

法人本部

学事統括部

医 学 部

薬 学 部

看護学部

健康科学部

理 学 部

経営企画部

大学学事課

事 務 室

事 務 室

事 務 室

総 務 部

大学広報課

人 事 部

国際交流課

施 設 部

看護企画室

財 務 部

研究支援課

システム部

監 査 室

事 務 部 総 務 課

医 事 課

用 度 課

施 設 課

人 事 課

電 算 室

会 計 課

事 務 部

事 務 部

総 務 課

総 務 課

学部長室

医 事 課

医 事 課

キャリアセンター

情報管理課

情報管理課

学事支援課

会 計 課

経 理 課

学 事 課

用度管財課

用度管財課

入試広報課

医療センター大森病院

医療センター大橋病院

医療センター佐倉病院

習志野学事部

大森学事部

臨床研究支援センター

卒後臨床研修/生涯教育センター

学部長企画調整室

学 事 課

学事支援課

大森学事部 （再掲）

習志野学事部 （再掲）

学校法人
東邦大学

自己点検・評価企画
運営委員会事務局

大学ＩＲ事務局

国際交流センター

ダイバーシティ推進センター

健康推進センター

看護キャリア支援センター教育・研究支援センター
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平成29年5月1日現在 平成29年5月1日現在

理事長

理事

常務理事

常務理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

監事

監事

炭山嘉伸

山﨑純一

佐藤信一

所　常明

高松　研

田中芳夫

髙橋　正

小原　明

平野　勲

渡邉善則

石井敏浩

古田寿昭

舳松　洋

塚原英基

森田啓子

大島範子

西込明彦

望月正芳

（東邦大学名誉教授）

（学長）

（財務・施設担当）

（総務・人事担当）

（医学部長）

（薬学部長）

（理学部長）

（大森病院長）

（駒場東邦中・高等学校長）

（医学部教授）

（薬学部教授）

（理学部教授）

（医学部東邦会会長）

（薬学部鶴風会理事長）

（看護同窓会会長）

（東邦大学名誉教授）

（弁護士）

（公認会計士）

学長

医学部長

薬学部長

理学部長

看護学部長

健康科学部長

大森病院長

大橋病院長

佐倉病院長

付属東邦中・高等学校長

駒場東邦中・高等学校長

佐倉看護専門学校長

山﨑純一

高松　研

田中芳夫

髙橋　正

出野慶子

浅野美知恵

小原　明

長谷弘記

長尾建樹

松本琢司

平野　勲

森　洋子

Ⅰ 法人の概要

4. 役 員 5. 学長・学部長・病院長・校長
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平成２9年５月１日現在

教員

職員

教職員総合計

※常勤嘱託・再雇用・
　非常勤職員は除く

4，381人
－

 106 
 24 
 58 
 10 
 7 
 205 

 1 
 75 
 14 
 31 
 9 
 2 
 132 

－
 91 
 19 
 20 
 6 
 2 
 138 

－
 342 
 15 
－

 19 
 1 
 377 

 1 
 614 
 72 
 109 
 44 
 12 
 852 

教授 准教授 講師 助教 合計
教育・研究支援センター
医学部
薬学部
理学部
看護学部
健康科学部
合計

教　諭 講　師 非常勤講師
専任教員 合計

47 
37 
－
84 

 57 
 45 
－

 102 

1 
1 
－
2 

2 
－
－
2 

－
－
9
9 

 107 
 83 
 9 
 199 

20 
25 
－
45 

17 
  6 
－
23 

付属東邦中高校
駒場東邦中高校
佐倉看護専門学校
合計

　 

主な内訳

事務 技術 医療技術 看護 技能 その他 合計

事務員
328
司書
22

カウンセラー
    3
その他
  73

薬剤師
134

放射線技師
109

臨床検査技師
168

管理栄養士
30

その他
146

技術員
12

研究補助員
2

理科実験助手
2

看護師
2,221
准看護師

4
看護補助員
57

その他
3

電話交換手
6

保育士
6

園芸技術員
1

自動車運転手
1

用務員
2

6. 教職員数

中学 高校 高校 高校中学 中学 

法人本部
産学連携本部
学事統括部
教育・研究支援センター
国際交流センター
健康推進センター
医学部
看護学部
大森学事部
大森病院
大橋病院
佐倉病院
薬学部
理学部
健康科学部
習志野学事部
付属東邦中高校
駒場東邦中高校
佐倉看護専門学校
メディアネットセンター
合計

 50 
 2 
 15 
 2 
 1 
 1 
 6 
－

 28 
 99 
 66 
 70 
－
－
－

 47 
 6 
 6 
 2 
 25 
 426 

－
－
－
－
－
－

 14 
－
－
－
－
－
－
－
－
－

 2 
－
－
－

 16 

－
－
－
－
－
－
－
－
－
308 
147 
132 
－
－
－
－
－
－
－
－
587 

 4 
－
－

 1 
－

 1 
－
－
－

 1,143 
 558 
 577 
－
－
－

 1 
－
－
－
－

 2,285 

－
－
－
－
－
－
－
－
－
12 
－

 1 
 1 
－
－
－
－
－
－
－
14 

－
－
－
－
－
－
－
－
－
1 
1 
－
－
－
－
－
－
－
－
－
2 

 54 
 2 
 15 
 3 
 1 
 2 
 20 

－
 28 
 1,563 
 772 
 780 
 1 

－
－

 48 
 8 
 6 
 2 
 25 
 3,330 
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（単位 ： m2）

（単位 ： m2）

※校舎用地には、厚生・体育館・図書館を含む 
※その他は、実習地・寄宿舎・看護師宿舎を含む 
※所有地：337,839.15m2 （貸地：110.68m2含む） 
※借地：1,038.87m2

※校舎とは、講義室・実験室・研究室・図書館・管理厚生関係を含む
※その他とは、寄宿舎・看護師宿舎・その他を含む
※大橋病院（校舎）には、賃借：2,084.84m2を含む
※建物全体の耐震化率、82.5％（大橋病院現病院除却後は88.5％）      
※付属東邦中高校・駒場東邦中高校の建物耐震化率は100％ 

土地

建物

大田区大森西5
大田区大森西4
大田区大森西6
大田区大森西5
目黒区大橋2
目黒区大橋2
佐倉市下志津564
船橋市三山2
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
習志野市泉町2
世田谷区池尻4
佐倉市下志津292-13
習志野市泉町2
長野県軽井沢町

医学部
看護学部
大森病院
保育園
大橋病院
新大橋病院（平成30年6月開院）
佐倉病院
薬学部
理学部
健康科学部
薬学部･理学部・健康科学部共用 
付属東邦中高校
駒場東邦中高校
佐倉看護専門学校
大学寄宿舎（鴻志寮）
軽井沢山荘
法人本部
合 計

所 在

24,996.93
3,359.77
22,818.89
193.34
8,762.53
18,611.19
40,444.00
33,549.12
13,662.33
4,494.00
80,878.81
50,943.89
20,037.02
4,835.00
2,598.38
6,611.57
2,081.25

338,878.02

面 積
使　途　内　訳

校 舎
18,549.56
3,359.77
－
－
311.32
－
－

16,759.79
12,097.33
4,494.00
27,682.65
25,858.16
10,692.01
4,282.69
－
－
－

124,087.28

付属病院
3,510.78
－

22,286.95
－

7,345.45
18,611.19
39,984.82
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

91,739.19

運動場
2,881.91
－
－
－
－
－
－
－

1,565.00
－

53,196.16
25,085.73
9,345.01
－
－
－
680.50

92,754.31

その他
54.68
－
531.94
193.34
1,105.76
－
459.18

16,789.33
－
－
－
－
－
552.31
2,598.38
6,611.57
1,400.75
30,297.24

医学部
看護学部
大森病院
保育園
大橋病院
新大橋病院（平成30年6月開院）
佐倉病院
薬学部
理学部
健康科学部
薬学部・理学部・健康科学部共用
付属東邦中高校
駒場東邦中高校
佐倉看護専門学校
大学寄宿舎（鴻志寮）
軽井沢山荘
合 計

17
5
16
1
14
5
12
19
13
1
16
24
7
4
－
3

157

棟 数

39,628.25
7,101.16
73,579.62
301.15

28,571.32
28,704.02
49,800.95
33,879.01
31,799.67
3,208.58
19,994.46
28,346.98
17,632.67
4,193.08

－
276.20

367,017.12

面 積
使　途　内　訳

校 舎
37,105.59
7,101.16
1,747.55
－

4,338.60
5,004.49
1,676.51
33,879.01
31,799.67
3,201.95
13,581.99
20,343.73
13,994.57
2,023.02
－
－

175,797.84

付属病院
454.27
－

67,015.90
－

22,095.14
23,699.53
38,051.76
－
－
－
－
－
－
－
－
－

151,316.60

体育施設
2,068.39
－
－
－
－
－
－
－
－
－

6,412.47
6,143.25
3,638.10
264.88
－
－

18,527.09

その他
－
－

4,816.17
301.15
2,137.58
－

10,072.68
－
－
6.63
－

1,860.00
－

1,905.18
－
276.20

21,375.59

Ⅰ 法人の概要

7. 土地および建物 平成30年3月31日現在

世田谷区池尻4／
目黒区大橋2
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看護学部

健康科学部

理学部

（1） 概要
① 大学
　1925（大正14）年、額田豊・額田晉両先生は、女子の医学・薬学・理学という理科系教育の向上と健全な人間性の
育成を目標として、私財を投じてまず帝国女子医学専門学校を大森地区（現在の医学部医学科所在地）に創設した。
翌々年薬学科を増設し、1941（昭和16）年に帝国女子理学専門学校を併設した。これが現在の東邦大学の前身であ
る。
　1945（昭和20）年4月の戦禍により施設が焼失したため、1946（昭和21）年、帝国女子医学薬学専門学校薬学科お
よび理学専門学校は大森の地から千葉県習志野に移転し、翌年名称も東邦と改めた。さらに学制の改革に伴い、1950

（昭和25）年に、医学部・薬学部・理学部の3学部を有する男女共学の自然科学系総合大学として再発足した。その後
2011（平成23）年には、医学部看護学科が新たに看護学部としてスタートし、2017（平成29）年には本学の5つ目の学
部として健康科学部看護学科を開設した。現在は5学部と大学院4研究科を擁する自然科学系総合大学として、わ
が国の自然科学教育において重要な役割を果たしている。さらに、医学部は大森・大橋・佐倉の各地に付属病院を有
しており、このように本学は、教育・研究・診療の幅広い分野において、広く社会に貢献を果たしている。
　東邦大学の教育は、創立者のひとり額田晉先生の著書『自然・生命・人間』に記されているように、自然に対する畏
敬、生命の尊厳の自覚、人間の謙虚な心を原点として、豊かな人間性と均衡のとれた知識を有する人材の育成を目標
としている。これに基づき、各学部それぞれが特色を持った目標を掲げながらも学部間の連携を緊密にとり、優秀な
入学志願者の確保や優れた教員の登用はもとより、施設・設備の充実にも力を入れ、時代の要請に応じたより高度な
教育・研究体制を整備しながら目標達成に向けて日々研鑽に努めている。

※（　）は女子内数

学生数

132
277
92
97
84
75
106
69
523
112
78

1,122

（55）
（181）
（35）
（39）
（46）
（22）
（23）
（32）
（197）
（105）
（76）
（614）

118
285
90
97
90
78
116
69
540
124
－

1,067

（50）
（177）
（29）
（39）
（51）
（20）
（27）
（27）
（193）
（117）

（537）

119
253
84
87
78
65
109
66
489
114
－
975

（41）
（172）
（45）
（48）
（44）
（13）
（19）
（23）
（192）
（101）

（506）

128
244
89
90
89
78
110
72
528
108
－

1,008

（46）
（166）
（37）
（48）
（63）
（12）
（27）
（32）
（219）
（104）

（535）

707
1,532
355
371
341
296
441
276
2,080
458
78

4,855

（278）
（1004）
（146）
（174）
（204）
（67）
（96）
（114）
（801）
（427）
（76）

（2586）

104
219

（42）
（147）

323（189）

106
254

（44）
（161）

360（205）

医学科
薬学科（6年制）
化学科
生物学科
生物分子科学科
物理学科
情報科学科
生命圏環境科学科
小計
看護学科
看護学科

区 分

合 計

学 年 1 432 5 6 合 計

平成29年５月１日現在

医学部

薬学部

8. 設置する学部・学校

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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大森キャンパス （医学部・看護学部）

　帝国女子医学専門学校以来の伝統を受け継ぐ医学部は、人間愛と豊かな人間性を持って社会の福祉
に貢献する「より良き臨床医の育成」を教育目標としている。
　毎年100名を超える医師を輩出しており、その多くは地域医療の中核を担う医師として、又、それぞれ
の専門分野の教育者・研究者として、広く社会に貢献している。

　看護学部は、東邦で長く受け継がれた看護教育の文化や歴史を継承するとともに、知的探究心を持っ
た誠実で思いやりのある調和のとれた看護実践者の育成を図っている。
　卒業生のほぼ全員が看護職者（看護師、保健師、助産師）として医療関係施設へ就職しており、そのう
ちの約６割が本学医学部付属３病院へ就職している。

医学部 東京都大田区大森西5-21-16 TEL 03-3762-4151
看護学部 東京都大田区大森西4-16-20 TEL 03-3762-9881

医学部　

看護学部

医学部 本館 看護学部 本館

A

B D

E

I
J

F G

H

L

P

QS

T

R

K

M

O

N

C

看護学部
A 看護学部研究棟
B 看護学部本館
C 看護学部1号館

医学部
D 体育館
E 学生会館
F 医学部1号館
G 医学部2号館
H 医学部本館
 I 医学部3号館
J 創立90周年記念モニュメント

医療センター大森病院
K 病院1号館
L 病院事務棟
M 病院 2号館
N 病院 6号館
O 病院 3号館
P 第 2臨床研究棟
Q 第 1臨床研究棟
R 病院 5号館
S 第 3臨床研究棟
T 病院 7号館

＜所在地＞

Ⅰ 法人の概要

12



習志野キャンパス （薬学部・理学部・健康科学部）

　薬学部では「人々の健康に責任をもつ医療の担い手」を育てることをめざし、従来の調剤中心の薬剤
師だけでなく、医師･看護師とともにチーム医療に当たる臨床薬剤師の育成に大きな力を注いでいる。薬
剤師法改正による6年制への移行にいち早く対応し、医学部や付属病院との連携による病院実習やカリ
キュラムの充実を図っている。
　2017（平成29）年度に、開設90周年を迎えた。

千葉県船橋市三山2-2-1　　　 TEL 047-472-9199

薬学部

　理学部では化学科、生物学科、物理学科、生物分子科学科、情報科学科、生命圏環境科学科の基礎理
学から最先端の応用分野まで視野に入れた6学科を設置し、さらに教養科も備え、専門性と人間性を備
えた研究者、科学技術者を育成している。
　各分野の基礎から応用までをバランス良く指導するとともに、研究室を中心に教員と学生が深く関わ
りながら教育・研究を進め、学生の問題解決能力を養っていくところが大きな特徴である。
　又、本学医学部や薬学部、外部研究機関との連携による教育・研究にも積極的に取り組んでいる。

理学部

　2017（平成29）年度より開設した健康科学部では、知性・感性・品性および問題発見・解決能力、生涯
学習能力を兼ね備えた、人々の健康を科学的に探究し支援できる実践者と研究者の育成を目的としてい
る。本学の付属3病院での実習だけではなく、千葉県内の病院および施設を中心として臨地実習を実施
する等、広い視野をもち、現代社会が求める「地域完結型医療」および生活者の健康支援に貢献する力の
育成をめざしている。

健康科学部

薬学部D館 健康科学部棟理学部Ⅴ号館

＜所在地＞

L

A

D

G

B

E

S

S

O

R

P

Q

X

V

F

W

U

T

H

N

J

M

L

K

I

C

A 総合グラウンド
B スポーツアリーナ
C 野球場
D 薬木園
E 学生部室1号館
F 学生部室2号館
G メディカルハーブガーデン
H 習志野メディアセンター （図書館）
I 健康科学部棟
J 薬用植物見本園 （薬草園）
K 学生食堂 （PAL）
L 学生ラウンジ
M 東邦会館
　 （キャリアセンター・マルチメディアラウンジ）
N 多目的コート

薬学部
O 薬学部A館
P 薬学部B館
Q 薬学部C館
R 薬学部D館
S 薬学部E館

理学部
T 理学部Ⅰ号館
U 理学部Ⅱ号館
V 理学部Ⅲ号館
W 理学部Ⅳ号館
X 理学部Ⅴ号館
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② 大学院
　東邦大学大学院は、医学研究科が1959（昭和34）年、薬学研究科が1979（昭和54）年、理学研究科が1982（昭和57）年、
看護学研究科が2013（平成25）年にそれぞれ設置された。修士・博士の学位をもつ者にふさわしい豊かな心と見識をも
ち、新しい時代に活躍する独創的な人材を育成するに相応しい教育環境のなかで、これからの自然科学界を担う研究者
を多数輩出している。
　薬学研究科は、6年制薬学部卒業生を受け入れるため、平成24年度から4年制の医療薬学専攻（博士）を設置している。

医学研究科 医学専攻 （博士）     
  医科学専攻 （修士）   
 
薬学研究科 医療薬学専攻 （博士）     
  薬科学専攻 （修士） 
   
理学研究科 化学専攻 （修士・博士）    
  生物学専攻 （修士・博士）    
  生物分子科学専攻 （修士・博士）   
  物理学専攻 （修士・博士）    
  情報科学専攻 （修士・博士）    
  環境科学専攻 （修士・博士）

看護学研究科 看護学専攻（修士・博士）

学生数

 7 （2） 
 26 （6） 
 6 （2） 
 7 （4） 
 88 （26） 
 5 （3） 
 8 （7） 
 1 （1） 
 148 （51） 
 

 2 （1） 
 54 （23） 
 10 （4） 
 6 （2） 
 88 （31） 
 4 （－） 
 8 （8） 
 2 （2） 
 174 （71） 
 

－　
 39 （13） 

－　
 6 （1） 

－　
 7 （－） 

－　
 12 （11） 
 64 （25） 
 

－　
 60 （14） 

－　
 6 （2） 

－　
－　
－　
－　

 66 （16） 
  

 9 （3） 
 179 （56） 
 16 （6） 
 25 （9） 
 176 （57） 
 16 （3） 
 16 （15） 
 15 （14） 
 452 （163） 
 

医学研究科（修士）
医学研究科（博士）
薬学研究科（修士）
薬学研究科（博士）
理学研究科（博士前期）
理学研究科（博士後期）
看護学研究科（博士前期） 
看護学研究科（博士後期）
合 計

区 分
学 年 1 432 合 計

平成29年５月１日現在

Ⅰ 法人の概要

※（　）は女子内数
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③ 付属東邦中・高等学校
　1952（昭和27）年4月、最初の付属学校として、東邦大学付属東邦高等学校が習志野西地区に開校、1961（昭和36）
年4月、東邦大学付属東邦中学校が併設された。その後、東邦大学理学部との校地交換により1973（昭和48）年9月、
東地区に新築された新校舎に移転した。
　2017（平成29）年度から高校生徒募集を停止し（帰国生入試除く）、完全中・高6ヵ年一貫教育を開始している。
　創立者による「自然・生命・人間」を建学の理念として掲げて、志と質の高い教育実践に努めている。

学級数および生徒数

総 数
1

中学校
2 3 合 計 1

高等学校
2 3 合 計

学 年

学級数 50
1,158
802
1,960

8
184
138
322

　8
173
131
304

7
158
127
285

23
515
396
911

8
200
124
324

9
231
134
365

10
212
148
360

27
643
406
1,049

生徒数
男
女

合計（生徒数）

平成29年５月１日現在

＜教育方針＞
1.  「自然・生命・人間」の尊重を建学の精神とする東邦大学の付属校として、生徒・教師・保護者相互の理解と信頼により、
 自然を畏敬し、生命を尊び、心の向上をめざす明るい学園を築く。
2.  中・高６ヵ年一貫の教育課程を編成し、精選した学習内容と多様な学習活動を通じて、真に豊かな学力を培う。
3.  真理と人生への高い志を持ち、不断の自己鍛錬と謙虚な自己省察により、自らの可能性の開発に努める若人を育てる。
4.  友情と思いやりを深め、公共心を高め、自主・自律的な質の高い集団をめざす。
5.  日本文化への深い理解と国際的な視野を持ち、地球の平和に貢献できる有為な若人を育てる。

＜所在地＞
千葉県習志野市泉町2-1-37
TEL 047-472-8191
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④ 駒場東邦中・高等学校
　1957（昭和32）年、当時の理事長兼学長の額田豊博士と元日比谷高等学校長菊地龍道先生との抱負の一致により、
初代校長菊地龍道先生（昭和41年8月20日逝去）のもとに、18名の教職員と約300名の生徒とで発足。以来、豊かな
知性と人間性を育む中高一貫教育の地道な実践により、全国的にもよく知られた進学校として多くの成果をあげて
いる。
　2017（平成29）年度に、創立60周年を迎えた。

学級数および生徒数

33
1,411

総 数
1
6

240

中学校
2
6

240

3
6

234

合 計
18
714

1
5

231

高等学校
2
5

233

3
5

233

合 計
15
697

学 年

学級数
生徒数

平成29年5月1日現在

＜指導方針＞
1.  中学・高校の教材を有機的かつ系統的に整理し、6ヵ年一貫教育によって学習を能率化し、教育効果をあげるとと
 もに特別教育活動・クラブ活動の充実を図り、魅力ある青年の育成に努める。

2.  英語・数学・理科実験においては、学習効果をあげるため、学年によって一学級を分割し、少数教育を行い、さらに
 英語教育の推進のために外国人教師を導入し、コミュニケーション能力の充実を図る。

3.  高学年においては生徒の適性・能力・希望に応じて、進学志望別に教育課程を編成する等進路指導の充実を図
 る。

4.  一人ひとりの実践力・創造力・判断力等を養うために、日々の積み重ね学習と規律ある生活態度とを重んずる教
 育に努める。

＜教育目標＞
　生徒・教師・父母三者相互の理解と信頼によって、明るく楽しい学園をつくり、生徒各自の個性を伸ばし、能力を高め、
豊かな知性と科学的教養を身につけた、健康で実践力に富む有為な人間を育成する。

＜所在地＞
東京都世田谷区池尻4-5-1　　　　　
TEL 03-3466-8221

Ⅰ 法人の概要
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⑤ 佐倉看護専門学校
　本校は、本学医学部付属佐倉病院開設事業計画の一環として、同病院の設置（1991（平成3）年9月開院）とともに
その隣接地に設置され、1991（平成3）年4月に開校した。
　本校卒業生は、本学付属病院の安定的な看護師確保、ひいては佐倉市およびその周辺地域の医療の充実を図るも
のとして大いに活躍が期待され、既に卒業生は919名を数える。
　1995（平成7）年1月から卒業認定者には、専門士（医療専門課程）の称号が授与されることとなった。
　2017（平成29）年度に開設した健康科学部看護学科への発展的承継により、2017（平成29）年度以降の学生募集を
停止している。2019（平成31）年3月の閉校を決定している。

＜教育目的＞
　看護の専門職業人として必要な知識、技術、態度を教授し、社会に貢献し得る有能な人材を育成する。

＜卒業後の資格取得＞
看護師国家試験受験資格
保健師学校受験資格
助産師学校受験資格

＜教育目標＞
1. 生命の尊厳の理念に基づき、看護の対象である人間を統合的に理解する能力を養う。
2. 自己を理解するとともに他者を理解し、視野の広い心身ともに調和のとれた健康な人間の育成を図る。
3. 対象に応じた健康上の問題発見ができ、その解決策と実践評価できる基礎的能力を育成する。
4. 保健医療チームの一員として他職種と協調し、主体的に看護の役割が果たせる能力を養う。
5. 看護の専門職業人として自己の能力を適正に評価し、生涯学習が継続できる能力を養う。

＜教育理念＞
　本校は東邦大学の建学の精神を基盤にして、豊かな自然環境のなかで、人間の  『生きる』ことや  『生命の尊厳』につ
いて考え、調和のとれた人を育むことをめざしている。
　又、変化する社会のなかで看護専門職業人として、人々のニーズに対応できる能力・創造的に看護実践できる能力
を養い、保健・医療・福祉に貢献できる人材を育成する。

＜所在地＞
千葉県佐倉市下志津292-13
TEL 043-462-5820

学生数 平成29年５月１日現在

1 2 3 合 計

－
－

28
（26）

33
（28）

61
（54）

学 年
学 科

看護科
（3年課程）

※（　）は女子内数
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⑥ メディアネットセンター

（1）図書・雑誌蔵書数
図書冊数

和 書 洋 書 合 計

143,075

135,736

278,811

86,630

80,947

167,577

229,705

216,683

446,388

雑誌（誌数）
和雑誌 洋雑誌 合 計

1,793

601

2,394

1,534

975

2,509

3,327

1,576

4,903

医学メディアセンター

習志野メディアセンター
（薬学部・理学部・健康科学部）

合 計

合 計

平成30年3月31日現在

（3）平成29年度利用状況

（2）平成29年度電子資料の契約数

開館日数

電子ジャーナル 電子ブック データベース

入館者数
貸出

冊数 人数

医学メディアセンター本館

国内

国外

習志野メディアセンター
（薬学部・理学部・健康科学部）

7,736

25,755

4,777

15,041

285

334

72,759

203,933

8,153

1,547

9,700

583

1,644

2,227

21

10

31

（4）平成29年度相互貸借利用状況

医学メディアセンター本館

習志野メディアセンター
（薬学部・理学部・健康科学部）

貸
（他大学より依頼）

借
（他大学へ依頼）

2,656

308

2,057

551

※医学メディアセンターの蔵書数には大橋病院図書室、佐倉病院図書室、看護学部図書室を含む

Ⅰ 法人の概要
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（2）入学試験、国家試験、卒業後進路等の状況
①学生生徒定員・志願者・入学者・在籍者・卒業生数

健康科学部
看護学科

※（　）は女子内数
※ 完成年度に達していない課程・学科については、平成29年度収容定員とした。      
※1 入学定員、収容定員、入学者数、在籍者数は学校法人基礎調査を基準とする。      
 志願者数は編入学等を含む。理学部の志願者数は、一般入試C日程（出願時に第3志望まで学科を指定できる）を含む延べ人数。  
 卒業・修了生数は学校基本調査を基準とする。         
※2 平成29年度以降の生徒募集を停止。入学定員、志願者数、入学者数は、帰国生枠の人数とする。     
※3 平成29年度以降の学生募集を停止。平成31年3月の閉校を決定している。

入学定員
平成29年度　※1

収容定員 入学者数志願者数 在籍者数 卒業・修了生数

 

大
　
学
　
院

大
　
学

中 
・ 
高

医学部
薬学部

理学部

付属東邦

駒場東邦

大学合計

佐倉看護専門学校 ※3
合 計

医学科

化学科

中学校

物理学科

高等学校

生物学科

高等学校 ※2

情報科学科

生物分子科学科

中学校

生命圏環境科学科

学部・校
区 分

薬学科（6年制）

 8 （2） 
 29 （6）
 6 （2） 
 7 （4）
 108 （32）
 6 （3）
 13 （11）
 4 （4）
 181 （64）
 2,876 （1,234）
 2,627 （1,571）
 1,028 （366）
 1,003 （403）
 814 （407）
 543 （150）
 669 （125）
 490 （183）
 691 （625）
 635 （592）
 11,376 （5,656） 
 3,518 （1,437）
 35 （15）
 532

ー
ー

 15,642 （7,172）

医学研究科（修士）  
医学研究科（博士）  
薬学研究科（修士）  
薬学研究科（博士）  
理学研究科（修士）  
理学研究科（博士）  
看護学研究科（修士） 
看護学研究科（博士）  
大学院合計  

 5
 35
 10
 5
 91
 17
 15
 5
 183
 115
 220
 80
 80
 80
 70
 100
 60
 102
 60
 967
 300
 10
 250
 250

ー
 1,960

 10
 116
 20
 20
 182
 51
 30
 15
 444
 675
 1,320
 320
 320
 320
 280
 400
 240
 408
 60
 4,343
 840
 1,056
 750
 750
 80
 8,263

看護学部 看護学科
看護学科

 7 （2）
 26 （6）
 6 （2）
 7 （4）
 88 （26）
 5 （3）
 8 （7）
 1 （1）
 148 （51）
 115 （50）
 270 （178）
 92 （35）
 97 （39）
 84 （46）
 75 （22）
 104 （22）
 69 （32）
 112 （105）
 78 （76）
 1,096 （605）
 323 （138）
 8 （4）
 240
 231

ー
 2,046 （798）

 9 （3）
 179 （56）
 16 （6）
 25 （9）
 176 （57）
 16 （3）
 16 （15）
 15 （14）
 452 （163）
 707 （278）
 1,532 （1,004）
 355 （146）
 371 （174）
 341 （204）
 296 （67）
 441 （96）
 276 （114）
 458 （427）
 78 （76）
 4,855 （2,586）
 911 （396）
 1,049 （406）
 714
 697
 61 （54）
 8,739 （3,605）

 2 （1）
 26 （5）
 9 （3）
 3 （1）
 86 （30）
 5 （ー）
 6 （6）
 1 （1）
 138 （47）
 103 （43）
 228 （140）
 87 （37）
 81 （46）
 84 （60）
 72 （10）
 97 （27）
 68 （32）
 106 （102）
 ー （ー）
 926 （497）
 285 （126）
 358 （148）
 235
 233 
 30 （27）
 2,205 （845）
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

医学部

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

5,385

2,059

2,270

712

4,830
5,093

4,592

4,037

2,520
2,292

2,142

3,207
3,412

2,151

3,258

621 650
759

671

4,547

2,876

669 601 675

2,380 2,259 2,400

2,251

1,913 2,015

10,383 10,270
10,621

10,426
10,645

11,242
10,905

10,117

11,376

5,083

5,497 5,531

（人）

（年度）

薬学部
理学部

看護学部
健康科学部
合計

2,674

2,627

3,229

2,296

5,155

11,910

691

635
645

585

②大学志願者数の推移 （過去10年間）

■平成21年度～平成22年度は医学部看護学科、平成23年度より看護学部
■平成29年度より健康科学部設置
※編入学等を含む。理学部は一般入試C日程（出願時に第3志望まで学科を指定できる）を含む延べ人数。

Ⅰ 法人の概要
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③ 学納金 （平成29年度）

30,000

60,000

30,000

20,000

20,000

30,000

30,000

35,000
センター入試
18,000

23,000

－

30,000

30,000

31,000
センター入試
11,000

35,000
センター入試
17,000

25,000

100,000

200,000
本研究科修士課程
出身者は免除

100,000

1,500,000

300,000

300,000

－

340,000

200,000 450,000

100,000
本研究科修士課程
出身者は免除

400,000

中学・300,000
高校・150,000

500,000

450,000

500,000

－

－

－ 100,000
（入学時のみ）

2,500,000

992,000

900,000

380,000
（実習費含む）

342,000
平成28年度
中学入学生より
372,000

－

500,000
2年次以降
900,000

－

300,000
2年次以降
500,000

500,000
2年次以降
800,000

－

－

－ 

300,000
2年次以降
800,000

100,000

－

－

－

60,000

100,000

300,000

700,000

基礎100,000
※臨床400,000

（※本学医学科出身者
200,000）

100,000
本学医学科出身者
50,000

設置校での教育修了者
および関連施設就業者は

入学金免除

設置校での教育修了者
および関連施設就業者は

入学金免除

長期履修学生 500,000
 3年目 400,000

500,000

400,000

1,120,000 710,000

480,000

－

－

－

－

150,000
（入学時のみ）
本学薬学部出身者は

免除
150,000

（入学時のみ）
本学薬学部・本研究科修士
課程の出身者は免除

100,000
（入学時のみ）
本研究科修士課程
出身者は免除

100,000

－

24,000

受験料 授業料入学金 教育充実費 施設設備費

大
　
学
　
院

大
　
学

理学研究科博士課程

医学研究科修士課程

薬学研究科博士課程

医学部

医学研究科博士課程

理学研究科修士課程

40,000 500,000 1,100,000 300,000 500,000看護学部

看護学研究科博士課程

薬学部

付属東邦中高校

佐倉看護専門学校

薬学研究科修士課程

看護学研究科修士課程 ※

理学部

健康科学部

駒場東邦中高校

学部・校
区 分

（単位：円）

※CNSコースおよび実践助産学コース（長期履修学生を除く）選択者は実習費200,000円（年額）徴収    
 

100,000

21



④ 奨学金等

学費減免制度等

独自の奨学金制度

国・都道府県の奨学金制度

入学時教育充実費の免除

入学時授業料の免除

特待生制度

スカラシップ制度

入学時の学費減免制度

東邦大学青藍会 （父母会）
貸与奨学金

日本学生支援機構
第一種奨学金 （無利子）

東京都看護師等修学資金

東邦大学医学部
東邦会 （同窓会）貸与奨学金

日本学生支援機構
第二種奨学金 （有利子）

東邦大学薬学部
鶴風会 （同窓会）貸与奨学金

東邦大学理学部
鶴風会 （同窓会）貸与奨学金

東邦大学理学部
鶴風会 （同窓会）給付奨学金

東邦大学看護同窓会奨学金

東邦大学医療センター
大橋病院奨学金

東邦大学医療センター
佐倉病院奨学金

医学部7人、薬学部8人、理学部5人、
看護学部2人程度、健康科学部若干名

自宅　3万円、5万4千円から選択 （月額）（選考）
自宅外　3万円、6万4千円から選択 （月額）（選考）

第一種3万6千円 （月額）
第二種2万5千円 （１口）（月額） ※2口まで申込み可能

5人程度

3万円・5万円・8万円・10万円・12万円か
ら選択 （月額）

若干名

3人程度 （貸与奨学金）

1人 （給付奨学金）

若干名

5人以内 （外部含む）

60人以内 （外部含む）
（30年度より10人以内）

成績優秀で心身ともに健康
な者、２～６年次の15人程度

一般入試・センター試験入試（前期）・
センター試験入試（後期）の成績優秀者

入学試験の総合成績の優秀
な者

各学部

医学部

薬学部

理学部

理学部

看護学部
健康科学部
看護学部、
健康科学部、
佐倉看護専門学校
看護学部、
健康科学部、
佐倉看護専門学校

医学部

理学部

健康科学部

学費負担者の経済的困窮に対し、原則として
学納金の3分の2 （限度額）を貸与

学資支弁が困難で、健康、人物、学業が良好な者
に月額5万円 （年間60万円）を貸与　

学資支弁が困難な者に、学業成績等を
考慮して貸与 （最終学年に限る）

学資支弁が困難な者に、学業成績等を考慮して学納金（授業料・
教育充実費）の半期分（最高限度額）を貸与（最終学年に限る）

学資支弁が困難で学業成績が優秀かつ学習意
欲のある者に、1人当り100万円を上限に給付

学資支弁が困難な者に、学業成績等を考慮して
年間60万円を貸与

5万円 （月額） 貸与

5万円 （月額） 貸与
（30年度より60万円（年額）貸与）

授業料のうち最高100万円を免除

入学年度に最高100万円の奨学金を給付

入学年度分の授業料の全額または一部を免除

一般入試総合成績の優秀な
者10人以内看護学部 入学年度の授業料の全額

または半額を免除

成績優秀で心身ともに健康な
者、２～４年次の各学年２人看護学部 授業料の半額を免除

一般入試･センター試験入試総
合成績の優秀な者60人程度

薬学部

入学年度の教育充実費の全額
または一部を免除

薬学部卒業生・在学生の
血族2親等までの入学者 入学年度の教育充実費春学期分を免除

成績優秀で心身ともに健全な者、２～６年
次の各学年全額免除1人、半額免除4人薬学部

理学部

授業料の全額または半額を免除

成績優秀な者、各学科、
２～４年次の各学年各１人 授業料の全額を免除

学部

学部／学校

対象者

貸与人数

金額

内容

内容

人物、学業ともに特に優れ、経済的理由により著
しく修学困難な者に貸与

将来都内において、看護業務に従事する者に貸与

人物、学業ともに優れ、経済的理由により修学困
難な者に貸与

内容

※その他地方自治体、各種団体の奨学金がある

Ⅰ 法人の概要
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新卒
既卒
合計

看護師佐倉看専

新卒助産師大学院看護学研究科
看護学専攻

⑤ 国家試験結果

第112回医師国家試験

103
6

109

（108）
（6）

（114）

97.1 
83.3 
96.3 

（96.3）
（66.7）
（94.7）

100
5

105

（104）
（4）

（108）

93.3 
63.9 
90.1 

（91.8）
（54.3）
（88.7）

受験者数
新 卒
既 卒
合 計

合格率（%）合格者数 全国平均（%）

※（　）内の数値は前年度
※国立平均91.2％、公立平均93.3％、私立平均90.2％
※私立29大学中7位（4位）、全国80大学中8位（11位）

第103回薬剤師国家試験

198
50
4

252

182
30
2

214

91.9 
60.0 
50.0 
84.9 

84.9 
47.0 
32.6 
70.6 

受験者数

その他（旧4年制卒業者）
合 計

6年制
新 卒
既 卒

合格率（%）合格者数 全国平均（%）

※（　）内の数値は前年度      
※国立平均83.7％、公立平均86.1％、私立平均69.6％      
※私立56大学中11位（4位）、全国73大学中19位（7位）      

※（　）内の数値は前年度
※全国平均は専門学校を含む

※（　）内の数値は前年度

第64回臨床検査技師国家試験

第107回看護師、第104回保健師、第101回助産師国家試験

37 （41） 100.0 （100.0）37 （41） 79.3 （78.7）
受験者数

受験者数

理学部

新卒
既卒
合計

看護師

新卒
既卒
合計

保健師

看護学部
看護学科

合格率（%）

合格率（%）

合格者数

合格者数

全国平均（%）

全国平均（%）
105
3

108
20
1
21
2
30
2
32

（111）
（1）

（112）
（20）
（ー）
（20）
（ー）
（34）
（ー）
（34）

104
ー
104
17
ー
17
2
30
2
32

（111）
（1）

（112）
（20）
（ー）
（20）
（ー）
（32）
（ー）
（32）

99.0
ー

96.3
85.0
ー

81.0
100.0
100.0
100.0
100.0

（100.0）
（100.0）
（100.0）
（100.0）
（ー）

（100.0）
（ー）

（94.1）
（ー）

（94.1）

96.3
ー

91.0
85.6
ー

81.4
99.4
96.3
ー

91.0

（94.3）
ー

（88.5）
（94.5）

ー
（90.8）
（93.2）
（94.3）

ー
（88.5）

（201）
（40）
（2）

（243）

（191）
（28）
（ー）
（219）

（95.0）
（70.0）
（ー）

（90.1）

（85.1）
（50.8）
（30.2）
（71.6）
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国家試験合格率の推移 （過去5年間） 

50

70

60

80

90

100

医師国家試験合格率推移  

薬剤師国家試験合格率推移  

臨床検査技師国家試験合格率推移   

看護師国家試験合格率推移  合格者数（人）
東邦大学（％）

0

20

40

60

80

100

120

0

50

100

150

200

250

300

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45
50

全国平均（％）

佐倉看専合格者数（人）
看護学科合格者数（人）

看護学科合格率（％）
佐倉看専合格率（％）
全国平均（％）

0

20

40

60

80

100

120
（人）

50

70

60

80

90

100
（％） （％）

（人）

60

70

80

90

50

60

70

80

90

100
（％）

（人）

50

60

70

80

90

50

60

70

80

90

100
（％）

（人）

合格者数（人）
東邦大学（％）
全国平均（％）

合格者数（人）
東邦大学（％）
全国平均（％）

89.9 90.8

98 99

90.6 91.2

115 38 99 31

30年26年 27年 28年 29年 30年26年 27年 28年 29年

28年 29年 30年26年 27年

28年 29年 30年26年 27年

192

31

94.8

109

91.5

94.7

108

88.7

96.3 

105

90.1 

71.9

60.8

249 222

83.3

63.2

92.5

76.9

219

90.1

71.6

88.6

81.2

35

87.5

82.1

37

76.4

41

100.0

89.6 90.0

100.0

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

108 47

89.4

112 32 104 32

88.5

93.4 96.4
94.1

91.0

214

84.9 

70.6 

保健師国家試験合格率推移  

0

30

60

90

120

150
（人）

50

100
（％）

合格者数（人）
東邦大学（％）
全国平均（％）

28年 29年 30年26年 27年
109

86.5

100.0

89.8

28 19

96.5

90.8

20

100.0

81.4

17

81.0

99.4
95.0

78.7

37

100.0

79.3

88.1

助産師国家試験合格率推移  

0

5

10

15

20
（人）

100
（％）

合格者数（人）
東邦大学（％）
全国平均（％）

28年 29年 30年26年 27年
10

96.9

10

99.9

100.0 100.0 100.0 100.0 

4 0 2

93.299.8 99.4

※ 平成26年～平成27年：看護学部・大学院看護学研究科合格者数      
 平成28年以降大学院看護学研究科のみの合格者数（平成29年受験者0人）

96.3

Ⅰ 法人の概要
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医学部

＜東邦大学医療センター＞
大森病院
大橋病院
佐倉病院
　
＜他大学付属病院＞
札幌医科大学附属病院
信州大学医学部附属病院
新潟大学医歯学総合病院
自治医科大学附属さいたま医療センター
自治医科大学附属病院
獨協医科大学埼玉医療センター
獨協医科大学病院
千葉大学医学部附属病院
東京歯科大学市川総合病院
東京慈恵会医科大学附属病院
杏林大学医学部付属病院
慶應義塾大学病院
順天堂大学医学部附属練馬病院
順天堂大学医学部附属浦安病院
順天堂大学医学部附属順天堂医院
東京大学医学部附属病院
昭和大学横浜市北部病院
北里大学北里研究所病院 
浜松医科大学医学部附属病院
京都府立医科大学附属病院
宮崎大学医学部附属病院

＜東邦大学連携病院＞
長野県厚生農業協同組合連合会佐久総合病院佐久医療センター
独立行政法人国立病院機構東京医療センター
全国土木建築国民健康保険組合総合病院厚生中央病院
公益財団法人日産厚生会玉川病院
社会福祉法人恩賜財団済生会支部神奈川県済生会横浜市南部病院
川崎市立川崎病院
社会医療法人財団互恵会大船中央病院

＜臨床研修病院＞
独立行政法人国立病院機構仙台医療センター
日本赤十字社長野赤十字病院
富岡地域医療企業団公立富岡総合病院
川口市立医療センター
社会福祉法人恩賜財団済生会支部埼玉県済生会川口総合病院
松戸市立総合医療センター
船橋市立医療センター
国立研究開発法人国立国際医療研究センター国府台病院
医療法人社団誠馨会新東京病院
東京都立広尾病院
川崎市立多摩病院
国家公務員共済組合連合会横浜栄共済病院
社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス海老名総合病院
独立行政法人労働者健康安全機構岡山ろうさい病院

＜国試不合格＞

＜37＞
18
7
12

＜34＞
1
2
1
1
1
1
2
5
1
1
1
3
1
1
1
6
1
1
1
1
1

＜9＞
1
1
2
2
1
1
1

＜20＞
1
1
1
1
1
1
2
3
1
3
2
1
1
1

＜3＞

合　計（卒業生） 103

研修病院名 研修病院名人数 人数

⑥ 卒業後の進路状況
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看護学部

＜東邦大学医療センター＞
大森病院
大橋病院
佐倉病院

＜他施設＞
横浜市立大学附属市民総合医療センター
千葉大学医学部附属病院
東京大学医学部附属病院
公益財団法人がん研究会有明病院
社会福祉法人恩賜財団済生会支部神奈川県済生会横浜市東部病院
国立研究開発法人国立成育医療研究センター
北里大学病院
川崎市立川崎病院
横浜市立市民病院
国家公務員共済組合連合会横須賀共済病院
医療法人社団輝生会初台リハビリテーション病院
国立研究開発法人国立国際医療研究センター病院
京都府立医科大学附属病院
横浜市立大学附属病院
国立研究開発法人国立がん研究センター東病院

社会福祉法人聖母会聖母病院
日本大学医学部附属板橋病院
一般財団法人神奈川県警友会けいゆう病院
日本医科大学武蔵小杉病院
東京女子医科大学病院
筑波大学附属病院
その他施設病院
東京都福祉保健局（保健師）
世田谷区（保健師）
静岡県（保健師）

＜進学＞
東邦大学大学院看護学研究科博士前期課程（助産師コース）
聖路加国際大学大学院看護学研究科修士課程ウィメンズヘルス・助産学専攻
帝京大学助産学専攻科
神戸市看護大学大学院看護学研究科博士前期課程（助産学実践コース）

＜その他＞

＜66＞
39 
16 
11 

＜34＞
1 
2 
4 
1 
2 
1 
1 
1 
2 
2 
1 
2 
1 
1 
1 

1 
1 
1 
1 
1 
2 
1 
1 
1 
1 

＜4＞
1 
1 
1 
1 

＜2＞

合　計（卒業生） 106

病院名 他 病院名 他人数 人数

薬学部
人数

求人状況

％

就職状況

求人件数
就職希望者数
就職決定者数
就職率

837
206
205
99.5

化学工業
病院
薬局
教育
その他
国家・地方
東京
千葉
その他関東
その他

化学工業
病院
薬局
教育
その他
国家・地方
東京
千葉
その他関東
その他

求人先所在地 就職先所在地

製造

求 

人 

先
保健教育

公務

製造

就 

職 

先
保健教育

公務

29
506
198
2
18
84
123
64
195
455

17
45
127
ー
7
9
96
50
26
33

140

8.3
22.0
62.0
ー
3.3
4.4
46.8
24.4
12.7
16.1

68.3

就職者
大学院進学者
研修生
その他
合　計

205
3
ー
20
228

89.9
1.3
ー
8.8

100.0

Ⅰ 法人の概要

内　TOHOアライアンス
賛同企業

内　TOHOアライアンス
賛同企業92

（件数） （人数、％）
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製薬・医薬品
化学
食品
機械・電気・精密
その他製造
卸売・小売・商社
情報・通信 
運輸 
エネルギー 
医療保健  
金融・保険
教育 
官公庁・公務員
その他

就 

職 

先

理学部

付属東邦中・高等学校
合格者数

6
6
9
18
4
4
3
2
1
5
56
114
24

3
5
6
12
2
4
1
0
0
1
31
65
4

東京
一橋
東京工業
千葉
東北

お茶の水
横浜国立
京都
大阪
信州
その他
合計

うち医歯薬

国公立 うち現役 合格者数
31
64
35
26
134
70
30
33
481

904
142

26
43
17
20
74
50
16
21
265

532
73

東邦
早稲田
慶應義塾
上智
東京理科
明治
中央
立教
その他

合計
うち医歯薬

私立 うち現役

就職者
大学院進学者
研究生
留学・専門学校他
その他
合　計

356
108
1
2
22
489

72.8
22.1
0.2
0.4
4.5
100

人数 ％

求人状況 就職状況

求人件数
就職希望者数
就職決定者数
就職率

1,110

東京
千葉
その他関東
その他

東京
千葉
その他関東
その他

内　TOHOアライアンス
賛同企業

内　TOHOアライアンス
賛同企業

求人先所在地 就職先所在地

18
29
15
36
32
74
241
7
8

232
6
49
122
241
551
90
160
309

3
10
11
11
11
20
101
3
6
59
13
38
16
54
242
54
37
23

116 32.6

0.8
2.8
3.1
3.1
3.1
5.6
28.4
0.8
1.7
16.6
3.6
10.7
4.5
15.2
67.9
15.2
10.4
6.5

製薬・医薬品
化学
食品
機械・電気・精密
その他製造
卸売・小売・商社
情報・通信 
運輸 
エネルギー 
医療保健  
金融・保険
教育 
官公庁・公務員
その他

求 

人 

先

114

358
356
99.4

（件数） （人数、％）
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合格者数国公立・準 うち現役 合格者数私立 うち現役
47
11
12
5
3
3
9
6
1
11
1
1
2
7
1
3
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
3
1

142
35

27
7
8
3
2
2
6
1
1
8
1
ー
ー
5
ー
2
1
1
ー
1
ー
1
ー
ー
1
ー
1
2
1
1

83
20

東京
京都
東京工業
一橋

東京医科歯科
北海道
筑波
東北
茨城
千葉
秋田
東京農工
電通大
横浜国立
東京外語大
山梨
信州
群馬
山形
名古屋
新潟
広島
長崎
国際教養
会津

福島県立医科
横浜市立
首都大学東京
防衛医科大
防衛大学校

合計
うち医歯薬

8
95
95
55
17
33
60
7
4
12
8
7
9
20
9
9
1
1
3
1
6
1
1
1
1
3
1
2
35

505
66

5
34
38
16
7
9
13
1
2
1
3
2
4
1
4
7
ー
1
1
1
ー
ー
ー
ー
1
3
1
1
8

164
30

東邦
早稲田
慶應義塾
東京理科
上智
中央
明治
青山学院
立教
法政

東京慈恵会医科
東京医科
日本医科
日本
順天堂
昭和
杏林
北里
芝浦工業
東京都市
東洋

国際医療福祉
埼玉医科
独協医科
藤田保健衛生
東京歯科
日本歯科
学習院
その他

合計
うち医歯薬

佐倉看護専門学校

34
31
26
5
1
2

30
29
20
9
 ー
  1

平成28年度
（平成29年3月卒業）

平成29年度
（平成30年3月卒業）

卒業生数
就職者数

付属病院
他施設

就職先

進学者
その他

区 分
年 度

Ⅰ 法人の概要

駒場東邦中・高等学校
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（3）外部資金の獲得状況
① 科学研究費の年次推移

科研費申請件数

新規
281
268
289

合 計
新規
166
159
160

医学部
継続
59
57
63

新規
62
53
67

理学部
継続
33
41
32

新規
28
27
34

薬学部
継続
14
12
16

新規
22
27
25

看護学部
継続
14
16
15

新規
3 
2
3 

健康科学部
継続
1 
ー 
3 

継続
121
126
129

年度別

平成27年度
平成28年度
平成29年度

新規＋継続
185 
186 
191

合 計
新規＋継続
91 
87 
95 

医学部
新規
32 
30 
32

新規＋継続
51
54
46

理学部
新規
18 
13
14 

新規＋継続
21
19
22

薬学部
新規
7 
7
6 

新規＋継続
21 
25 
24

看護学部
新規
7 
9 
9

新規＋継続
1 
1
4

健康科学部
新規
ー
1
1

新規
64 
60
62 

年度別

平成27年度
平成28年度
平成29年度

新規＋継続
264,800 
255,450
258,650  

合 計
新規＋継続
141,800 
126,400 
139,100 

医学部
新規
48,100 
47,100 
52,000 

新規＋継続
77,100 
78,000 
65,400 

理学部
新規
31,300 
29,100 
19,400 

新規＋継続
23,500 
28,700 
27,300 

薬学部
新規
9,000 
13,800 
7,800 

新規＋継続
21,400 
21,350 
23,750 

看護学部
新規
10,100 
10,600 
10,400 

新規＋継続
1,000
1,000
3,100   

健康科学部
新規
ー 
1,000
2,100  

新規
98,500 
101,600
91,700  

年度別

平成27年度
平成28年度
平成29年度

新規＋継続
46.0 
47.2
45.7  

合 計
新規＋継続
40.4 
40.3 
42.6 

医学部
新規
19.3 
18.9
20.0  

新規＋継続
53.7 
57.4
46.5  

理学部
新規
29.0 
24.5
20.9 

新規＋継続
50.0 
48.7
44.0 

薬学部
新規
25.0 
25.9
17.6 

新規＋継続
58.3 
58.1
60.0 

看護学部
新規
31.8 
33.3
36.0  

新規＋継続
25.0
50.0 
66.7 

健康科学部
新規 
ー
50.0
33.3    

新規＋継続
49.7
49.9
49.5

全国平均
新規
26.4 
26.2
24.8  

新規
22.8
22.4
21.5  

年度別

平成27年度
平成28年度
平成29年度

（単位：件）

科研費採択金額 （単位：千円）

科研費採択件数 （単位：件）

科研費採択率 （単位：％）
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② 受託事業収入

医学部 大学計（A）理学部薬学部 看護学部

平成27年度

平成28年度 275,569  
（106,758）

 277,717  
 （94,714）

967,507  
（329,054）

333,277  
（106,758）

 299,716  
 （94,714）

1,109,076  
（329,054）

37,852

　8,117

73,673

14,428

　9,722

40,364

平成29年度 414,220
（127,580）

 476,082  
（127,580）27,70416,213  17,943

5,427

 4,160

27,531合　計

大学 （単位：千円）

大森病院 佐倉病院 病院計（B）大橋病院 受託事業収入合計（A＋B）

合　計

病院 （単位：千円）

※（  ）の数字は、治験収入の金額
※千円未満切り捨て

駒場交換留学生基金
216
222
159
598

平成27年度
平成28年度
平成29年度
合　計

④ 奨学寄付金収入 （単位：千円）

※千円未満切り捨て

※（  ）の数字は、治験収入の金額
※千円未満切り捨て

平成27年度

平成28年度

平成29年度

合　計

医学部 大橋病院 薬学部 理学部 合　計

554,366

548,185

533,274

1,635,826

看護学部

830

3,650

1,600

6,080

1,100

950

1,000

3,050

3,150

4,640

1,700

9,490

9,129

6,602

8,495

24,228

568,576

564,028

546,070

1,678,675 

③ 研究寄付金収入 （単位：千円）

※千円未満切り捨て

Ⅰ 法人の概要

平成29年度 49,577
（49,577）

 69,278
（66,054）

183,438
（180,214）

 64,581
（64,581）

659,520
（307,794）

173,824
（173,824）

244,445
（220,917）

580,665
（557,029）

162,394
（162,286）

平成27年度

平成28年度

 54,686
 （54,686）

 84,617
 （74,465）

 179,480
 （169,328）

 40,176
 （40,176）

479,197
（264,043）

69,560
（69,560）

90,550
（80,398）

217,746
（207,486）

57,635
（57,527）

551,024
（314,245）

1,689,741
（886,083）
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9. 付属病院

（1） 概要
① 医療センター大森病院
＜所在地＞
東京都大田区大森西6-11-1
TEL 03-3762-4151

＜基本理念＞
本院は、良き医療人を育成し、高度先進医療の研究・開発を
推進することにより、患者に優しく安全で質の高い地域医療
を提供します。

＜基本方針＞
・医療を求めるすべての人々に真心をもって臨みます。
・安全で質の高い医療を実践します。
・救急医療に対応します。
・地域の医療機関、保健機関と協力しあいます。
・高い技能を持つ心豊かな人材を育成します。 
・医療人としての倫理に基づいて先端医療を行います。

＜病床数＞
948 床　

② 医療センター大橋病院　
＜所在地＞
東京都目黒区大橋2-17-6
TEL 03-3468-1251

＜基本理念＞
優しい心、親切な心のこもった医療の実践

＜基本方針＞
・安心かつ信頼される医療をめざします。 
・地域医療機関と連携し、24時間体制で患者様のニーズに対応します。  
・わかりやすい診療科の編成で、わかりやすい医療を提供します。

＜病床数＞
374床 （平成29年4月より375床、6月より374床、平成30年4月より319床）

③ 医療センター佐倉病院　
＜所在地＞
千葉県佐倉市下志津564-1
TEL 043-462-8811

＜基本理念＞
・質の高い医療を安全に提供する病院
・地域に貢献する病院
・人間愛を共有する病院
・楽しく明るくチャレンジする病院
・良き医療人を育成する病院

＜病床数＞
451床

（平成30年6月開院）
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④ 羽田空港クリニック
＜所在地＞
東京都大田区羽田空港3-4-2
第2旅客ターミナルビル 1階到着ロビー中央
TEL 03-6428-8121
＜基本理念＞
東京国際空港国内線旅客ターミナルをご利用いただくお客様
のみならず、首都圏の顔である当ターミナルで働く約３万人の
方々に対して、優しく安全で質の高い医療の実践をめざします。

＜基本方針＞
・急性患者に対応します。
・慢性患者の管理をします。
・東邦大学医療センター大森病院および地域医療機関と連

携し、当クリニックを利用される方々のニーズに対応した医療
サービスを提供します。

・災害医療活動に協力します。

＜患者数＞
平成28年度　12,063人（1日平均33.0人）
平成29年度　11,942人（1日平均32.7人）

⑤ 羽田空港国際線クリニック
＜所在地＞
東京都大田区羽田空港2-6-5
国際線旅客ターミナル 1階エントランスプラザ
TEL 03-5708-8011
＜基本理念＞
東京国際空港国際線旅客ターミナルをご利用される方々に質
の高い医療を実践し、又、当ターミナルで働いている方々に対し
ては質の高い医療の実践に加えて健康管理にも取り組みます。

＜基本方針＞
・急性患者（感染性疾患含む）に対応します。
・慢性患者の管理をします。
・東邦大学医療センター大森病院および地域医療機関と連

携し、当クリニックを利用される方々のニーズに対応した医療
サービスを提供します。

・健康診断、健康管理に取り組みます。
・災害医療活動に協力します。

＜患者数＞
平成28年度  10,099人（１日平均27.7人）
平成29年度  10,277人（１日平均28.2人）

Ⅰ 法人の概要
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（2）診療科別入院・外来患者数
① 医療センター大森病院

延患者数 １日平均 延患者数
平成28年度（365日）

１日平均
総診内科
総診外科
消化器内科
消化器外科
呼吸器内科
呼吸器外科
循環器内科
循環器心外
糖代内センター
腎センター
神経内科
脳神経外科
リウマチ膠原病
精神神経科
小児科
小児外科
周産期ｾﾝﾀｰ
血液・腫瘍科
乳腺･内分泌外科
心療内科
形成外科
整形外科
産婦人科
皮膚科
泌尿器科
眼科
耳鼻咽喉科
放射線科
麻酔科
口腔外科
救急センター
循環器小児科
婦人科リプロ
泌尿器リプロ
合　計

　科 別
区 分　    

入院患者数 （単位：人）

※（　　）は再掲
※小児科には、循環器小児科含む。泌尿器科には、泌尿器リプロ含む     

12,097 
5,551 
31,038 
22,791 
20,224 
3,836 
16,206 
5,264 
5,370 
15,277 
10,697 
9,371 
5,599 
10,824 
10,019 
1,875 
10,020 
13,599 
3,908 
1,036 
2,034 
23,190 
22,671 
5,346 
10,625 
7,018 
9,241 
－
－
1,823 
3,357 

（1,283）
－
（715）
299,907 

33.1 
15.2 
85.0 
62.4 
55.4 
10.5 
44.4 
14.4 
14.7 
41.9 
29.3 
25.7 
15.3 
29.7 
27.4 
5.1 
27.5 
37.3 
10.7 
2.8 
5.6 
63.5 
62.1 
14.6 
29.1 
19.2 
25.3 
－
－
5.0 
9.2 

（3.5）
－ 

（2.0）
821.7 

平成29年度（365日）

14,011 
4,684 
29,533 
22,388 
19,477 
3,794 
18,478 
5,592 
4,640 
15,737 
10,233 
9,850 
5,927 
11,202 
9,149 
1,900 
9,673 
11,262 
3,542 
839 
2,211 
22,408 
19,438 
5,811 
11,856 
6,688 
8,392 
－
－
1,396 
2,902 

（1,176）
－ 

（722）
293,013 

38.4 
12.8 
80.9 
61.3 
53.4 
10.4 
50.6 
15.3 
12.7 
43.1 
28.0 
27.0 
16.2 
30.7 
25.1 
5.2 
26.5 
30.9 
9.7 
2.3 
6.1 
61.4 
53.3 
15.9 
32.5 
18.3 
23.0 
－ 
－ 
3.8 
8.0 

（3.2）
－ 

（2.0）
802.8 
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総診内科
総診外科
救命救急センター
消化器内科
消化器外科
呼吸器内科
呼吸器外科
循環器内科
循環器心外
糖代内センター
腎センター
神経内科
脳神経外科
リウマチ膠原病
精神神経科
小児科
小児外科
血液・腫瘍科
乳腺・内分泌外科
心療内科
形成外科
整形外科
産婦人科
皮膚科
泌尿器科
眼科
耳鼻咽喉科
放射線科
麻酔科
東洋医学科
口腔外科
感染症科
内視鏡
緩和ケア科
臨床遺伝
新生児科
先端健康解析センター
リハビリテーション科
がんセンター
大田区小児救急
リウマチ膠原病整形
循環器小児科
婦人科リプロ
泌尿器リプロ
合計

　科 別
区 分　

外来患者数
（単位：人）

※（　）は再掲
※小児科には、大田区小児救急と循環器小児含む。整形外科には、リウマチ膠原病整形含む。産婦人科には婦人科リプロ含む。泌尿器科には泌尿器リプロ
含む

※平成28年度よりリハビリテーション科とがんセンターを追加した。

延患者数 １日平均 延患者数
平成28年度（280日）

１日平均
31,980
5,669
230

36,948
23,848
30,146
5,043
31,399
3,446
33,297
21,417
11,960
10,266
19,671
39,740
30,587
3,004
14,410
19,308
13,663
4,463
37,406
53,754
34,642
34,885
30,973
25,213
9,185
5,313
9,090
19,899
623
204
178
1,094
3,818
57

2,018
2

（1,393）
（543）
（3,152）
（16,129）
（4,972）
658,849 

114.2 
20.2 
0.8 

132.0 
85.2 
107.7 
18.0 
112.1 
12.3 
118.9 
76.5 
42.7 
36.7 
70.3 
141.9 
109.2 
10.7 
51.5 
69.0 
48.8 
15.9 
133.6 
192.0 
123.7 
124.6 
110.6 
90.0 
32.8 
19.0 
32.5 
71.1 
2.2 
0.7 
0.6 
3.9 
13.6 
0.2 
7.2 
ー 
（5.0）
（1.9）
（11.3）
（57.6）
（17.8）
2,353.0 

医療センター大森病院

Ⅰ 法人の概要

平成29年度（280日）

30,372
5,086
237

35,777
23,196
30,717
5,332
32,199
3,927
32,804
21,473
11,648
10,482
19,997
39,263
28,179
2,996
13,446
17,095
12,832
4,600
37,444
50,415
36,015
33,757
32,252
26,390
8,779
5,532
8,939
19,535
618
180
151
1,533
4,055
41

2,807
ー 

（1,282）
（489）
（3,130）
（14,839）
（5,034）
650,101 

108.5 
18.2 
0.8 

127.8 
82.8 
109.7 
19.0 
115.0 
14.0 
117.2 
76.7 
41.6 
37.4 
71.4 
140.2 
100.6 
10.7 
48.0 
61.1 
45.8 
16.4 
133.7 
180.1 
128.6 
120.6 
115.2 
94.3 
31.4 
19.8 
31.9 
69.8 
2.2 
0.6 
0.5 
5.5 
14.5 
0.1 
10.0 
ー 
（4.6）
（1.7）
（11.2）
（53.0）
（18.0）
2,321.8 
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② 医療センター大橋病院

延患者数 １日平均
－
16,948 
8,824 
16,788 
5,964 
2,331 
4,072 
7,869 
8,550 
3,249 
－
4,525 
15,949 
1,558 
14,817 
4,270 
2,970 
4,208 
5,789 
3,671 
－
－

（1,598）
132,352 

－
15,217 
6,964 
17,527 
5,398 
2,058 
2,749 
7,284 
8,072 
2,689 
－
4,619 
14,200 
1,410 
14,056 
3,415 
2,792 
3,999 
5,946 
3,195 
－
－

（1,556）
120,034 

－
46.4 
24.2 
46.0 
16.3 
6.4 
11.2 
21.6 
23.4 
8.9 
－
12.4 
43.7 
4.3 
40.6 
11.7 
8.1 
11.5 
15.9 
10.1 
－
－
4.4 

362.6 

－
41.7 
19.1 
48.0 
14.8 
5.6 
7.5 
20.0 
22.1 
7.4 
－
12.7 
38.9 
3.9 
38.5 
9.4 
7.6 
11.0 
16.3 
8.8 
－
－
4.3 

333.1 

延患者数
平成28年度（365日）

１日平均
総合内科
消化器内科
呼吸器内科
循環器内科
心臓血管外科
糖尿病・代謝内科
腎臓内科
神経内科
脳神経外科
膠原病リウマチ科
精神神経科
小児科
外科
形成外科
整形外科
婦人科
皮膚科
泌尿器科
眼科
耳鼻咽喉科
放射線科
麻酔科
ICU
合　計

　科 別
区 分　    

入院患者数
（単位：人）

※（　）は再掲

平成29年度（365日）
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延患者数 １日平均
4,221 
23,245 
10,776 
31,562 
5,182 
16,603 
8,491 
14,650 
13,600 
10,327 
14,853 
14,900 
17,996 
568 
6,145 
32,425 
3,020 
9,074 
21,407 
17,088 
31,732 
16,433 
458 
4,024 
190 
173 
－
－
－
－
787 
118 

330,048 

15.1 
83.0 
38.5 
112.7 
18.5 
59.3 
30.3 
52.3 
48.6 
36.9 
53.0 
53.2 
64.3 
2.0 
21.9 
115.8 
10.8 
32.4 
76.5 
61.0 
113.3 
58.7 
1.6 
14.4 
0.7 
0.6 
－
－
－
－
2.8 
0.5 

1,178.7 

延患者数
平成28年度（280日）

１日平均
総合内科
消化器内科
呼吸器内科
循環器内科
心臓血管外科
糖尿病・代謝内科
腎臓内科
神経内科
脳神経外科
膠原病リウマチ科
精神神経科
小児科
外科
乳がんセンター
形成外科
整形外科
リハビリテーション科
婦人科
皮膚科
泌尿器科
眼科
耳鼻咽喉科
放射線科
麻酔科
総合健康センター
女性専用（心診療）
女性専用（外科）
女性専用（婦人）
女性専用（皮膚）
女性専用（泌尿）
漢方外来
緩和ケア外来
合　計

　科 別
区 分　

外来患者数 （単位：人）

医療センター大橋病院

Ⅰ 法人の概要

平成29年度（280日）

3,789 
22,251 
10,411 
31,356 
5,316 
16,675 
9,564 
13,638 
12,777 
10,334 
9,645 
13,344 
17,970 
545 
5,792 
34,052 
2,764 
7,099 
20,105 
17,869 
32,740 
15,152 
455 
3,109 
121 
49 

－
－
－
－
749 
27 

317,698 

13.5 
79.5 
37.2 
112.0 
19.0 
59.6 
34.2 
48.7 
45.6 
36.9 
34.4 
47.7 
64.2 
1.9 
20.7 
121.6 
9.9 
25.4 
71.8 
63.8 
116.9 
54.1 
1.6 
11.1 
0.4 
0.2 
－
－
－
－
2.7 
0.1 

1,134.6 
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③ 医療センター佐倉病院

総合内科
呼吸器内科
神経内科
外科
消化器内科
消化器外科
循環器センター
循環器内科
心臓血管外科
糖内代センター
脳神経外科
精神神経科
小児科
形成外科
整形外科
産婦人科
皮膚科
泌尿器科
眼科
耳鼻咽喉科
麻酔科
放射線科
リプロダクションセンター
救急センター
ＮＩＣＵ
合  計

　科 別
区 分　

入院患者数 （単位：人）

※（ ）は再掲   
※リプロダクションセンターは婦人科のみ   
※救急センターは救急病棟に入室された各診療科の延患者数を再掲した   
※平成28年度より循環器センターの統計を循環器内科と心臓血管外科に細分化した   

延患者数 １日平均 延患者数
平成28年度（365日）

１日平均
364 

15,629 
4,767 
2,441 
18,007 
12,481 
－
11,060 
2,117 
8,340 
6,304 
228 
4,170 
1,769 
15,574 
10,563 
1,969 
11,466 
10,809 
5,620 
－
－
56 

（1,279）
（2,095）
143,734 

1.0 
42.8 
13.1 
6.7 
49.3 
34.2 
－
30.3 
5.8 
22.8 
17.3 
0.6 
11.4 
4.8 
42.7 
28.9 
5.4 
31.4 
29.6 
15.4 
－
－
0.2 
（4）
（6）
393.8 

平成29年度（365日）

335 
15,022 
4,657 
1,816 
17,199 
13,119 
－
12,651 
2,139 
9,564 
6,322 
261 
3,791 
1,971 
15,175 
11,097 
1,923 
10,422 
11,574 
5,618 
－
－
117 

（1,410）
（1,742）
144,773 

0.9 
41.2 
12.8 
5.0 
47.1 
35.9 
－
34.7 
5.9 
26.2 
17.3 
0.7 
10.4 
5.4 
41.6 
30.4 
5.3 
28.6 
31.7 
15.4 
－
－
0.3 
（4）
（5）
396.6 
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延患者数 １日平均
5,011 
18,763 
9,709 
986 
5,832 
39,935 
11,437 
ー
24,771 
2,815 
36,014 
10,695 
28,813 
10,131 
6,208 
13,706 
19,441 
21,268 
27,955 
40,381 
20,020 
5,602 
ー
4,815 
1,774 
56 
241 

366,379 

17.9 
67.0 
34.7 
3.5 
20.8 
142.6 
40.8 
ー
88.5 
10.1 
128.6 
38.2 
102.9 
36.2 
22.2 
49.0 
69.4 
76.0 
99.8 
144.2 
71.5 
20.0 
ー
17.2 
6.3 
0.2 
0.9 

1,308.5 

延患者数
平成28年度（280日）

１日平均
総合内科
呼吸器内科
神経内科
腎臓内科
外科
消化器内科
消化器外科
循環器センター
循環器内科
心臓血管外科
糖内代センター
脳神経外科
精神神経科
小児科
形成外科
整形外科
産婦人科
皮膚科
泌尿器科
眼科
耳鼻咽喉科
放射線科
麻酔科
リプロダクションセンター
漢方科
臨床遺伝診療センター
歯科・口腔外科
合  計

　科 別
区 分　

外来患者数
（単位：人）

※リプロダクションセンターは婦人科のみ  
※平成28年度より腎臓内科(4月～)、臨床遺伝診療センター（1月～）を追加した  
※平成28年度より循環器センターの統計を循環器内科と心臓血管外科に細分化した   

医療センター佐倉病院

Ⅰ 法人の概要

平成29年度（280日）

5,510 
17,120 
10,084 
2,118 
4,110 
37,486 
11,849 
－
23,641 
2,494 
35,174 
10,674 
28,136 
10,715 
5,796 
12,850 
19,880 
21,401 
27,731 
41,390 
20,042 
6,559 
ー
4,331 
1,858 
368 
ー

361,317 

19.7 
61.1 
36.0 
7.6 
14.7 
133.9 
42.3 
－
84.4 
8.9 

125.6 
38.1 
100.5 
38.3 
20.7 
45.9 
71.0 
76.4 
99.0 
147.8 
71.6 
23.4 
ー
15.5 
6.6 
1.3 
ー

1,290.4 
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（3）診療収入
（単位：百万円）

診療収入
入院収入
外来収入
診療収入
入院収入
外来収入
診療収入
入院収入
外来収入

大
森
病
院

大
橋
病
院

佐
倉
病
院

30,932 
21,635 
9,297
13,414 
9,579 
3,835
14,684 
8,812 
5,872 

32,034 
21,839 
10,194 
14,152 
10,153 
3,998 
14,849 
8,662 
6,186

32,260 
21,880 
10,379 
13,549 
9,501 
4,047 
16,127 
9,251 
6,875 

32,117 
21,722 
10,394
13,299 
9,220 
4,079 
16,829 
9,568 
7,260 

30,099 
21,129 
8,969 
13,110 
9,413 
3,697 
14,564 
8,726 
5,837 

平成25年度

35,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

大
森
病
院

大
橋
病
院

佐
倉
病
院

平成 27年度 平成 28 年度

大
森
病
院

大
橋
病
院

佐
倉
病
院

大
森
病
院

大
橋
病
院

佐
倉
病
院

大
森
病
院

大
橋
病
院

佐
倉
病
院

大
森
病
院

大
橋
病
院

佐
倉
病
院

平成 26 年度 平成 29 年度平成 25 年度

■ 外来収入
■ 入院収入

（百万円）

診療収入の推移 （過去5年間）

※百万円未満切捨て

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
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（4）過去5年間の推移

200
26年度 27年度 28年度 29年度25年度

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

26年度 27年度 28年度 29年度25年度

26年度 28年度 29年度25年度

26年度 27年度 28年度 29年度25年度

26年度27年度 27年度 28年度 29年度25年度

400

600

800

1,000
（人数） （円）

（人数） （円）

（件数） （％）

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

67,578

61,050 61,139
65,306

67,661

68,509

1,000

1,500

2,000

2,500

14,615
15,233

13,105
13,765

2,435.7

1,412.6 1,371.8

1,259.31,281.9

10,000
11,000
12,000
13,000
14,000
15,000
16,000
17,000

19,000
18,000

21,000
20,000

4,500

5,500

6,500

7,500

8,500

9,500

10,500

8,402
8,804

5,644 5,576
4,903

5,2305,200
80

85

90

95

100

88.1 89.0

86.8

大森病院
大橋病院

1日平均入院患者数 1 人 1日平均入院診療収入

1日平均外来患者数 1 人 1日平均外来診療収入 

手術件数 病床利用率

佐倉病院

大森病院
大橋病院
佐倉病院

大森病院
大橋病院
佐倉病院

大森病院
大橋病院
佐倉病院

大森病院
大橋病院
佐倉病院

大森病院
大橋病院
佐倉病院

865.2856.6

394.9 394.9
391.6 387.9

86.8
87.4

2,403.7

840.1 821.7

380.5

383.8 393.8

362.6

87.6

86.7
84.4

88.6
87.3

83.7

10,275

1,331.1 

1,230.5 

1,308.5 

1,178.7 

2,390.9 2,353.0

62,204

69,060

71,025 

64,369

71,790
71,025 

72,958

11,587
12,265

18,766

10,856

15,174 

9,141 

5,410

5,341

5,591

9,590

15,754

802.8 

396.6

333.1

66,094

75,834

74,135 

16,388

5,506

5,935

9,860 

84.7 

89.1

86.6 

1,290.4

1,134.6

2,321.8 

12,840

20,095

15,990 

89.0 

Ⅰ 法人の概要
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Ⅱ 事業の概要

新大橋病院 （平成30年6月開院）
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1. 教育

（1） 入学志願者および優秀な学生（生徒）の確保
【大学】
　18歳人口は、平成4年の約205万人から現在約118万人と4割減少している。平成21年～32年頃までは、ほぼ横
ばいで推移するが、以降は再び減少のピッチが速まり、平成43年には99万人にまで減少すると推測されている。又、
私立大学の入学定員充足率の状況をみると、100％未満の大学は、平成29年度の集計では229校であり、大学全体に
占める未充足校の割合は39.4％になっている（私学事業団「平成29（2017）年度　私立大学・短期大学等入学志願
動向（平成29年5月1日現在）」より）。このような環境のなか、本学における平成30年度入試の入学志願者総数は、
5学部合計で11,910名（前年度比534名増）と安定的に毎年1万人以上を維持しており、募集人員比で12倍を超え
る高い志願倍率を達成した。特に医学部では前年度比353名増となり、又、理学部では新たな入試方式「センター前
期＋（プラス）」を加えた結果、センター前期志願者1,552名のうちの約3分の1にあたる542名が追加出願を行った。
　医学部では、平成28年度より確実な志願に結びつけることや志望順位のアップをめざして、ある程度志願校が決
定した10月に新たに入試説明会を開催しており、平成29年度説明会にも134組175名が参加し、オープンキャンパ
スと合計して1,531名（前年度比0.3％増）の参加者を得た。その他の学部のオープンキャンパスについては、薬学部・
理学部・健康科学部では合計4,408名（同8.3％減）、看護学部では2,261名（同12.3％増）の来場者となり、5学部全
体では8,200名（同1.7％減）と前年度並の参加者を得た。このほか、土曜キャンパス見学会、春のキャンパス見学会
も開催した。地方出身者の志願者獲得に向けては、平成28年度に引き続き、北里大学・昭和大学・帝京大学とともに
4大学での医療系学部合同入試説明会を大阪・福岡で行った。さらに小中高生向けのイベントとして、「小学生 夏の
医学校」、「中学生 未来の医学“夢”スクール」、「薬学教室」、「理科教室」等を各学部主催で開催し、児童・生徒の科学
への好奇心の育成に貢献した。
　進学情報誌やWebサイトを通じて本学に資料請求した受験生に対しては、ダイレクトメール等を発送し継続的な
アプローチを行うほか、Webサイトによる情報発信等を積極的に行うことにより、入学志願者および優秀な学生の確
保に努めた。又、平成26年度より公開された「大学ポートレート」にも引き続き参画し、本学の特色ある取り組みを公
表する機会を増やすことができた。

　平成29年度は、本法人の歴史のなかで節目ともなる事業が相次いだ1年であった。4月には75年ぶりに本学5つ
目の学部として健康科学部が習志野キャンパスにおいて順調なスタートを切り、10月には薬学部と駒場東邦中・高
等学校がそれぞれ創立周年記念日を迎えた。　　
　薬学部開設90周年記念式典･祝賀会は10月22日に習志野キャンパスにおいて盛大に開催され、多くの同窓生、
教職員が喜びを分かち合った。又、同28日には駒場東邦中・高等学校の創立60周年記念式典･祝賀会が開催され、
それに先立ち記念事業としてのグラウンド整備工事と南側校門設置工事も無事完了した。
　財政面では、中期経営計画（平成28～30年度）の2年目となる平成29年度は、収入の柱である病院において、在
院日数短縮にともなう延患者数の減少による減収と人件費や医療材料費の増加による支出拡大に苦戦を強いられた
ものの、教学部門を中心に学納金、補助金、寄付金が堅調に推移しており、きめ細やかな施策の推進および各学部・学
校・3病院の努力もあり、法人全体では予算を上回る基本金組入前当年度収支差額を確保することができた。この結
果、平成28～29年度2年間の基本金組入前当年度収支差額は42.9億円に達し、中期経営計画3年間の目標値22.7
億円の2倍近い実績となった。
　これも、全ての教職員が平成29年度の組織目標の要諦である、建学の精神「自然・生命・人間」に基づく、倫理観・
道徳観にあふれる心ある教育・医療を地道に提供し続けてきた結果であり、平成30年6月20日の新大橋病院開院
前に、このように安定した財政基盤の結果を残せたことに感謝したい。新大橋病院開院までには莫大な投資と多大
の労力を要したが、本法人は新病院の開院を大きな飛躍台として、平成30年度も引き続き「選ばれる学校」「選ばれる
病院」であるべく、クオリティ（教育・研究・医療の質）の向上にも積極的に取り組み、法人一丸となって事業を推進し
ていく所存である。

Ⅱ 事業の概要
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（2） 国家試験合格率の高位安定化
　平成30年の国家試験合格率（新卒・既卒合計）は、医師96.3％（全国平均90.1％）、薬剤師84.9％（同70.6％）、看
護師は看護学部96.3％・佐倉看護専門学校100％（同91.0％）、保健師81.0％（同81.4％）、臨床検査技師100％（同
79.3％）であり、前年に引き続き好成績となった。

【医学部】
　医師国家試験に向けて5月～翌年1月まで修学支援センターによる集中臨床講義を実施した。6月初旬に実施し
たプレ卒業試験の成績下位者に対し、医学部長、教育担当副医学部長、教育委員長ならびに、医学教育センター長と6
年次部会長・副部会長による個別面談をそれぞれ実施し、到達度確認と今後の学習について再確認を行った。8月下
旬の第1回卒業試験終了後にも個別面談を行い、学習意欲を確認し成績の底上げを図った。11月中旬の第2回卒業
試験の成績下位者に対しては12月に2回目の特別合宿、1月に個別面談を実施した。合格率は96.3％と全国平均を
上回り、全国80大学中8位、私立29大学中7位と、前年に引き続き好成績で安定した結果を維持している。

【薬学部】
　薬学部では、本年度も薬学総合教育部門を中心に薬学教育推進部門と連携して、秋学期開講の「薬学総合演習Ⅱ」
の授業プログラムを構築し、学内教員に留まらず、学外機関による補講等を有効に活用した国家試験対策を実施し
た。結果として、合格率は84.9％（受験者252名、合格者214名）であり、私立56大学中11位、全国73大学中19位の
成績を収めることができた。引き続き、きめ細かい指導を行い、合格率の高位安定をめざす。

【理学部】
　理学部臨床検査技師課程では、秋学期より臨床特別講義等の国家試験対策講義（6回）と模擬試験（10回）を実施
し、成績不振者については自己分析を促し、勉強法の指導と計12回の模擬試験を行った。その結果、新卒者の合格率
は100％（受験者・合格者37名）と前年に続き2年連続の全員合格を達成した。次回も100％の合格率をめざすべく、
今回の結果と模擬試験成績を分析し、個々に丁寧な指導を行っていく。

【看護学部】
　看護師国家試験（新卒者）の合格率は99.0％（受験者105名、合格者104名）となり、昨年の合格率100％に続い
て、高位安定化が実現できている。低学年（3年次）国家試験対策講座や模擬試験等、早い時期から国家試験対策を
実施し、学力向上と主体的な学習の動機付けが高い合格率につながっている。保健師国家試験（新卒者）の合格率は
85.0％（受験者20名、合格者17名）であり、全国平均並の結果であった。
　又、国家試験対策委員会とアドバイザーの連携を密に行い、成績不振者には手厚い指導やサポートを実施してい
る。今後も看護師・保健師ともに合格率100％をめざして指導していく。

【付属東邦中・高等学校】
　平成29年度より完全中高一貫教育をスタートさせ、建学の精神を活かした6ヵ年一貫教育の推進とグローバル化
等、社会的要請に対応できる意欲的な人材の育成に取り組んだ。
　Webサイトにおいては、高校一般入試の生徒募集廃止によりアクセス数の大幅な減少が予想されたが、行事の様
子や部活動での活躍ぶりを発信したことで平成28年度後半よりアクセス数が増加。その傾向は本年度4～7月まで
続き、8月以降は減少したものの、最終的な年間アクセス数は186万件（前年度比5.6％減）を確保した。中学入試に
おいては、平成31年度入試より帰国生を対象に英語を導入することを決定。既に内容も決定し、広報活動を開始した。

【駒場東邦中・高等学校】
　学校案内のパンフレットやホームページの利用ならびに学外の合同説明会や進学教室主催の説明会に積極的に
参加する等、生徒の活動を学外へ発信している。学校主催の学校説明会においては、広報委員会が駒場東邦の教育
を理解していただくためにDVDを制作する等、受験生や保護者に向けての広報活動に努め、優秀な生徒が確保でき
るよう取り組んでいる。又、創立60周年記念式典・交流会および祝賀会が10月28日に開催された。本学関係者、卒
業生が参加し、生徒と教職員が建学の精神を再確認し、将来を考える機会となった。
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Ⅱ 事業の概要

（3） 特色ある教育への取り組み
【大学】
　全学部共通教育は、本年度も東邦大学共通教育推進委員会が中心となり、全学部共通教育科目プログラムとして、
5月に「実用医療英語」、7月に「第10回生命倫理シンポジウム（テーマ：動物と動物実験に求められる倫理的配慮）」
が開催された。8月には1泊2日の合宿形式で「チーム医療演習」が開催され、医学部8名、薬学部14名、理学部14名、
看護学部5名、合計41名の学生が参加した。医療系職種をめざす学生によるチーム活動を通して、各職種の役割や
職種間連携に基づいた医療について理解を深める機会となった。
　又、本年度より習志野キャンパス共通教育科目として「人間と生命」が開講し、9月に2日間にわたり開催された。
薬学部19名、理学部17名の学生が履修し、学部開設1年目のため単位付与はされないが健康科学部も2名の学生が
参加した。さらに、理学部1年次を対象に、薬学部の既存の2科目を履修する制度も開始した。

【医学部】
　新カリキュラムがスタートし2年目を迎え、講義視聴システムを利用し、いつでも学習できる環境を整えたことで能
動的学習が定着してきた。又、キャリア教育科目として掲げた卒業研究については、5月に学生向けオリエンテーション
を行い、8月に各講座・研究室から集まった研究テーマが公開され、学生の希望調査のもと研究テーマを決定した。
　多職種連携・チーム医療への意識強化を図るため、8月に選択制ではあるが「4学部合同チーム医療演習」を実施した。
その他、9月に1年次の「特別養護老人ホームにおける介護体験実習」、2年次の「医薬合同生命倫理演習」を実施した。
初年次のPBL （Project Based Learning）テュートリアルにおいて、上級生が下級生を指導する「屋根瓦システム」では
10月に学生テュータ養成ワークショップを行い、11月にテュートリアルを実施した。さらに、国際化に向けた医学英語
力強化のため、4年次11月にEnglish OSCEを実施し習熟度を確認した。

【薬学部】
　本年度も海外学術交流協定締結校である中国・瀋陽薬科大学の学生交流短期プログラムに8月19日～26日の日
程で学生12名、および引率教員1名が参加し、瀋陽薬科大学において文化交流等を行った。さらに、平成30年2月
24日～3月3日には、瀋陽薬科大学より9名の学生を招聘し、病院・薬局の見学等を行った。又、「海外実務実習」では、
Scott & White記念病院・同小児病院で実習が行われ、3名の学生が参加した。加えて、本年度は新たにポーランド
のグダンスク医科大学薬学部および大学病院等での実習も実施され、4名の学生が参加した。

【理学部】
　平成29年度より授業科目のナンバリング制度を導入した。改善が必要な点については次年度以降対応する。生命
圏環境科学科においてカリキュラム改定を行い、臨床検査技師課程を履修できる体制とした結果、学修ならびに進路
の多様化を進めることができるようになった。又、本年度より習志野共通教育科目を開始し、座学科目の履修者は少
なかったものの、夏期休暇中に実施した「人間と生命」については、授業に積極的に参加する履修者が集まり、平成30
年度以降もより良いものとしていく。教員養成課程においては、様々な障がいを持つ生徒達を理解し、合理的配慮を
踏まえた対応策を学ぶ「特別支援教育概論」を新規開講した。

【看護学部】
　平成28年度から開始した新カリキュラムは2年目となり、2年次には看護師にとって重要な知識である「感染制御
学」が、3年次には「がん看護学」が新たに開講し、引き続き、さらなる発展をめざす。本学部の特色としている海外研
修（ヨーロッパ研修）については、政情不安が続いていたため、代替案の沖縄研修に変更し実施していたが、本年度は
比較的治安の良いオーストラリアでの研修が実現した。実施にあたっては、オーストラリアのキャンベラ大学と詳細
に協議し、内容の濃い研修が行えた。参加学生は多く、満足度も高かった。キャンベラ大学とのつながりができたこと
により、今後は相手校からの研修受け入れや本学研修内容のさらなる充実を図る。

【佐倉看護専門学校】
　本年度は、新卒・既卒32名全員が合格することができ、合格率100％を達成した。校内テスト・業者テストを複数
回実施したことにより、成績の底上げが図られ、高い合格率につながった。さらに、成績不振者に対しては各領域の
実習指導教員が領域ごとに補習を行う等、きめ細やかな指導を行ったことにより好成績を収めることができた。
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【健康科学部】
　4月に第1期生が入学し、生活に根差した地域医療推進型の看護学教育を開始した。10月に行われた「看護入門
実習」では地域包括支援センターを含む施設・病院の協力により、生活する人として対象者を捉える教育が実施でき
た。12月に実習協議会を開催し、実習施設と実習教育の共有を図った。実践技術教育では、看護技術NOTESを作成
し活用を促している。倫理教育は、学部の教育目標と連動させて主な授業の到達目標に包含し、入学時から自由科目、
専門科目の講義・演習・実習を通して順次実施した。リーダーシップ、関係形成力、自己教育力、科学的思考力の育成
について、必修・選択科目を開講した。学部内では教育方法や習得状況の評価について検討を進めている。教員は、
FD（9月実施)やFD特別企画(9月～11月に計4回実施)により、教育や学部運営について教員間の共通理解を深め
た。平成30年2月には講師会を実施し非常勤教員へ教育方針の周知を図った。一方、成績評価はGPA（Grade Point 
Average）制度の導入により学期末・年度末にGPAを提示して、学習の形成評価を促し、学生の主体的学習への意識
向上を図っている。

【付属東邦中・高等学校】
　平成6年度に本学を卒業した金井宣茂宇宙飛行士がソユーズ宇宙船にて国際宇宙ステーション（ISS）へ長期滞在
することになったことを受け、5月に市川市・習志野市とともに「金井宣茂宇宙飛行士プロジェクト実行委員会」を立
ち上げ、平成29年度をスペースイヤーとし、各機関と連携しながら金井宇宙飛行士を応援するとともに、様々なプロ
グラムを計画・実施した。7月1日に本校生徒向けの宇宙講演会、8月7日、9月16日・17日、11月26日と3回に分け
て市民（県民）公開講座および講演会、さらに12月17日のソユーズ打ち上げ当日には、講演会に加えパブリックビュー
イングを開催した。平成30年2月16日には国際宇宙ステーションリアル交信イベントを実施する予定であったが、
金井宇宙飛行士の船外活動と時間が重なってしまったことから、急遽リアル交信イベントを中止し、船外活動のライ
ブ中継と講演会を実施した。リアル交信イベントは、平成30年4月6日に無事実施され、約1,200名が集まり盛況で
あった。
　国際交流に関しては、本年度より高校1年生対象のオーストラリア語学研修を中学3年生に移行し、7月21日～
8月4日まで93名の参加者を対象に実施した。本年度は移行期間にて、高校1年生でも同研修の参加を可能とし、大
きな成果を上げた。

【駒場東邦中・高等学校】
　入学から卒業までの6年間で自ら進んで行動できるようなリーダーシップを習得させるために学習活動、部活動、
学校行事等に積極的な参加を奨励し、学力のみならず、他者の立場に立って物事を考えることのできる柔軟性で寛
大な精神を身につける指導を行っている。又、邦友会（同窓会）、保護者とも連携して講演会や職業体験を実施し、在
校生に対して指導と助言をしていただくキャリア教育を実施している。さらに、学内の奨学金制度を充実させ、家庭
への支援を適宜行う等、きめ細やかな教育を実施している。
　交換留学生制度については、アメリカのスティーヴンソン校より留学生を受け入れ、8月後半から本校生が渡米し
た。台湾の國立臺南第一高級中學へは12月に本校生が留学し、平成30年1月に先方の生徒を受け入れた。帰国後の
報告会を通し、留学の経験を広く仲間に伝える機会を設けたことにより、当該生徒のみならず、その他の生徒も国際
的に幅広い視野と教養を養うことができた。

【佐倉看護専門学校】
　夏期休暇期間中に2年・3年次生の成績不振者を対象に7日間の補習授業を、平成30年1月には3年次生を対象に
20日間の補習を実施した。さらに、校長や教務主任が複数回の学生面談を行う等、きめ細かい指導を行った。又、全
教職員対象の研修会として、7月26日に外部講師を招き、「TBLの教材作成を体験し実践につなげる」を開催した（学
外からも4名参加）。研修は、前年度より発展させた内容とし、後期の授業では研修の学びを活かしたTBLを用いた
授業を実施した。
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Ⅱ 事業の概要

（4） 教学環境の整備
【大森キャンパス】
　医学部では、総合研究部委員会、大学院運営委員会、研究推進室が連携し、臨床につながる魅力ある施設の環境整
備を進めた。平成28年度に設置した生体防御研究基盤センターに続き、平成29年度文部科学省の私立大学研究ブ
ランディング事業に申請し、（仮称）細胞医療センターの設置を計画したが、残念ながら結果は不採択となった。新た
に日本医療研究開発機構（AMED）の補助事業・委託事業が採択されたことを受け、生態防御研究基盤センターに研
究機器を導入し、設備の充実を図った。教学環境の充実を図るために進められている医学メディアセンターの改修・
整備については、8月に工事を開始した1階部分は平成30年2月末に完成し、3月1日にリニューアルオープンした。又、
医学メディアセンター2階部分については、シミュレーションラボとセミナー室に改修する予定で、平成30年8月の
完成をめざし、準備を進めている。
　看護学部では、本館空調機の冷温水ポンプ更新工事を実施したほか、本館階段共用部分の照明を人感センサー付
LED電球に交換する工事を行った。

【習志野キャンパス】
　11月よりキャンパス内未改修トイレの緊急改修工事を実施し、学生ラウンジ・食堂棟・薬学部E館（旧NK館）・理
学部Ⅴ号館の改修工事が平成30年1月末に終了した。
　薬学部では、8月に開始したE館（旧NK館）の耐震補強工事が、予定どおり平成30年3月に終了し、八千代薬草園
については、八千代運動場・薬草園を含む一体の土地のうち、運動場を除く部分について、管理面での安全性の問題
および法人の資産効率見直しの観点より、取得簿価金額以上を前提に売却方針とすることが9月の理事会・評議員
会で決定し、売却先の選定を進めている。
　理学部では、Ⅲ号館2・3階の北側6教室に遮音補強工事を行ったほか、マルチメディア・ラボラトリーのPC更新
を夏期休暇中に行った。又、Ⅲ号館の壁にスチール製パネルを設置し、アクティブラーニングの環境を整えたほか、大
学院セミナー室の内装ならびに什器の更新を行った。
　健康科学部では、4月に第1期生を迎え、順次、状況を確認しながら備品・消耗品の購入を行い、当初計画していた
平成29年度分の備品購入は全て完了した。図書の整備については、平成30年度末で閉校予定の佐倉看護専門学校
からの移管図書の選別を含め、整備を進めている。

【付属東邦中・高等学校】
　プロジェクターとホワイトボードを視聴覚教室・理科実験室・演習室等の特別教室へ設置したほか、普通教室へ無
線LANを設置した。又、夏期休暇期間を利用し、高校校舎の外壁改修工事を実施した。

【駒場東邦中・高等学校】
　平成29年度の創立60周年記念事業として、平成29年4月に正式に取得した隣接地の凡そ3分の1を利用して進
めてきた運動設備（グラウンド）整備工事が9月5日に無事竣工した。長年の希望であった正方形のグラウンドが完
成したことにより、テニスコート一面を増設した。あわせて、新大橋病院完成後に池尻大橋駅を利用する生徒が安全
に通学できるよう、高低差を補う階段と南側校門の整備、さらに生徒・ご父母や学校関係者用の屋外トイレを設置し
た。南側校門を設けたことにより、生徒の登下校時の混雑緩和・安全の確保に加え、避難経路の増設による安心・安
全にもつながった。

【佐倉看護専門学校】
　平成31年3月に閉校するが、在校生に不利益が生じないよう、適宜、教材・備品の整備を行った。閉校後、4月に開
設した健康科学部へ必要とする備品・用品を移管できるよう選定を進めている。

【その他】
　軽井沢山荘は、帝国女子医学専門学校第１回卒業生である星野禮子様（星野リゾート現社長の祖母上）よりご寄付
頂いた土地に昭和40年に落成した。近年は施設の老朽化が進み、平成27年度以降利用希望者は殆ど無い状況であっ
たが、経緯を知る（株）星野リゾートから、同社が近隣に保有する土地・建物との等価交換等の具体的な提案が寄せら
れたため、11月の理事会・評議員会で（１）等価交換等の手法も含め、法人の財政に極力影響を及ぼさないこと、（２）
当初の山荘設立の経緯・歴史等を尊重しつつ、大学の教育・研究・厚生施設として永く有効に活用できる施設となる
こと、以上を条件に現軽井沢山荘土地・建物の売却方針が承認された。平成31年度中の新軽井沢山荘開設に向け、
平成30年度中に（株）星野リゾートと具体的な検討を進めていく。
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（7） 東邦大学国際交流センターの活動

（5） 就職・キャリア支援の強化
　平成29年度より新卒採用スケジュールの再変更が懸念されていたが、前年度同様のスケジュールで採用活動が
行われることとなった。習志野キャリアセンターでは、公務員試験対策として、例年通り低学年向けの公務員ガイダ
ンスを5月に実施し、夏期公務員講座を8～9月にかけて開催した。12月～平成30年2月には官公署による学内説
明会を開催しており、次年度はさらに内容を充実させていく。又、8月以降、通常より手厚いサポートを必要とする学
生を対象とした就職準備講座を導入する等、きめ細やかな就職支援を行った。平成29年3月末の最終的な内定率は、
薬学部99.5％（前年100％）・理学部99.4％（同98.0％）と、ともに千葉県平均87.8％、全国平均（2月1日現在）91.2％
を大きく上回り、高い水準を維持している。なお、TOHOアライアンス賛同企業は、本年度は44社増加し3月末で
756社となり、各種イベントや選考にご協力頂いた結果、賛同企業への就職率は薬学部68.3％（同64.9％）、理学部
32.6％（同35.4％）となっている。

（6） 内部質保証システムの検証と自己点検・評価の実施
　大学評価においては、平成31年度の認証評価受審に向けて、公益財団法人大学基準協会より講師をお招きし、7月
に学内説明会を開催した。大学基準協会の第3期認証評価システムと本学の内部質保証システムの現状について講
師と自己点検・評価企画運営委員会事務局より説明があり、学内で理解を深めた。平成30年3月には「平成30年度
自己点検・評価報告書」作成に向け学内説明会を開催し、大学基準協会による認証評価、今後の作業内容、大学の方
針等について理解を深めた。4月より各学部・研究科・その他組織の点検・評価報告書の作成が開始できるよう準備
を進めている。
　又、第3期認証評価システムに対応するため、本学の内部質保証システムに関する見直しを行い、東邦大学学則の
一部改正、東邦大学大学協議会規程の制定を行った。上記の学則、規程は平成30年4月1日より施行される。自己点検・
評価においては、12月5日に第5回全学自己点検・評価実行委員会検証会を開催し、「新たなる朝-自己点検・評価報
告書-2014年度版」における各学部・関係部署で「将来に向けた発展方策」の平成29年9月時点での進捗状況につ
いて、外部有識者の評価を含め意見交換を行った。外部有識者からの提言ならびに検証会議事録は、教職員ポータル
サイトで学内開示し、検証内容が各学部・関係部署の改善につながるようにしている。

　海外の大学・研究機関等との学術交流においては、4月にポーランドのグダンスク医科大学と大学間協定を、平成
30年3月に台湾の中山医科大学と医学部の学部間協定を締結したことで、3月末現在、大学間協定13機関、学部間協
定17機関（医学部7機関、薬学部6機関、理学部2機関、看護学部2機関）となった。平成28年度に大学間協定を締
結したポーランドのポズナン医科大学とは、8月に医学部実習生2名を受け入れ、平成30年2月には、選択制臨床実
習として医学部生4名の派遣を実施した。さらにグダンスク医科大学へは、海外実務実習として11月に薬学部生4
名を派遣した。海外研修等の参加者には、外部機関の専門家による危機管理ガイダンスの出席を義務づけているほ
か、受け入れ留学生にはホームページにて各種奨学金および留学関連情報の提供を開始する等、受け入れ・派遣支援
を強化した。
　又、11月15日～17日の3日間に亘り、大田区後援のもと本学主催で「第10回4大学ジョイントセミナー」を大田区
産業プラザPiOにて開催し、延べ330名を超える外国人医師および研究者が一同に会し、学術・研究交流を行った。
これは平成5年よりソンクラ王子大学（タイ）と本学との合同セミナーとしてはじめられ、平成16年よりチェンマイ
大学（タイ）、昆明医科大学（中国）と生物医学分野での学術的交流および研究者同士のネットワーク構築、さらには
大学間での教育・研究活動の連携を深めることを目的として開始されたものである。本学医学部より9名、薬学部よ
り1名が口頭発表を行った。今後も新しい研究成果を持った多くの医師・研究者がセミナーに参加し、本学の国際交
流研究活動のさらなる発展につながることを期待する。
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Ⅱ 事業の概要

（2） 大学院の充実
【医学研究科】
　大学院教育の多様性および高度化を図るため、平成28年10月に国立病院機構東京医療センターとの連携大学院
包括協定を締結し、平成29年度より連携大学院制度を開始した。　
　平成28年度に制定された顕彰制度「『学生による授業評価』実施規程」に基づき、平成29年度は4名のベスト・ティー
チャー賞受賞者を選出し、12月には受賞者による模範講義を実施し、教育・研究指導体制の強化を図った。

【薬学研究科】
　より質の高い学生を確保するため、学術交流協定締結校出身者特別選抜入試の募集要項を例年より時期を前倒
し、6～7月に昆明医科大学に対して送付した。本学からの博士課程進学希望者の継続的確保策として、卒業研究発
表会で使用するポスターを用い、卒業研究発表当日に入学試験を実施する方式に変更し、2名の志願者を確保し、社
会人入試については本学出身者1名の志願があった。

【理学研究科】
　大学院生（博士後期課程）の支援としてリサーチアシスタントを2名、非常勤講師を７名（うち2名が新規）任用した。
ダブルディグリープログラムが9月で終了したため、8月にヨーロッパ側の責任者が本学を来訪し、成果の検証を行っ
た。ポストダブルディグリープログラムに関しては、リール大学との協定が大学間で締結された。

2. 研究

（1） 研究の活性化と外部資金の獲得および不正防止の徹底
　平成29年度文部科学省科学研究費助成事業の最終採択結果は、新規採択62件と前年度と比較して2件増となり、
新規採択率は21.5％と20％超えを4年連続維持し、獲得金額（直接経費）は、新規と継続を合わせ2億5,865万円（前
年度比320万円増）で、6年連続で2億円を超えた。平成29年度厚生労働科学研究費補助金は、代表が3件（新規課
題2件、継続課題1件）、分担が44件採択された。又、労災疾病臨床研究事業費補助金は、代表が1件(継続課題)採択
された。委託研究契約AMED（日本医療研究開発機構委託費事業）は、代表1件と分担35件の計36件、補助事業は2
件（新規課題）の契約を行った。その他の公的補助金は、「ひらめき☆ときめきサイエンス1件（薬学部）」が採択され、
夏期休暇期間にイベントを開催した。平成28年度採択の文部科学省私立大学研究ブランディング事業は、平成30
年2月に平成29年度研究プロジェクト報告会および評価委員会を開催し、学内・外部委員からブランディング研究
の進捗状況・成果等に対する評価を受けた。平成30年度の研究内容に反映させ事業を進めていく。
　研究費不正使用防止については、科研費新規採択研究者による「発生源入力（事務方発注）」を平成28年度に習志
野地区で開始し、平成29年度は大森地区（医学部基礎教員・看護学部）で運用を開始した。平成30年度も同様に新
規採択者を発生源入力対象者に追加し運用していく。研究倫理教育（CITI JAPAN）については、文部科学省科研費、
厚生労働省科研費、AMED委託事業・補助事業に携わる研究者の受講率が100％となった。
　研究支援においては、教育・研究支援センターが主幹となり、本学独自の取り組みである「非常勤研究生制度」を紹
介するセミナーを3病院で開催し、さらに発展型セミナーも開催した。今後も臨床スタッフの研究マインドの萌芽と
チームで推進する研究の創造を促す等、研究者の裾野拡大をめざした取り組みを推進する。又、教育・研究支援セン
ターと産学連携本部が協働して、本学の研究活動を大学間連携協定校とつなぐ体制を整備し、発展的な共同研究活
動を継続中であり、今後も推進体制を支援する。さらに、本学教職員の研究活動推進支援の一環として、ダイバーシ
ティ推進センターが介護について理解を深めるエイジング・ラボという新たな取り組みに着手した。平成30年度も
引き続き教育・研究支援センター協働で、この取り組みを推進する。
　安全保障輸出管理については、平成30年度より本格的に実施するため、説明会を全学対象で実施した。化学物質
管理についても平成30年度から稼働（施行）するための基盤整備を継続中で、化学物質を使用する研究者の安全性
を担保する。
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3. 医療

　平成29年度も地域医療の中核を担う大学病院として、3病院それぞれが質の高い医療を提供すべく、医療施設・高
度医療機器の充実、地域連携の推進、患者サービスの向上、さらには救急体制の強化等、各施策を展開した。3病院と
法人本部・医学部が協力して開催している病院運営戦略会議にて、3病院それぞれの収支状況を細かく分析し、取り
組みを進めたことにより、3病院の医療収入は、64,830百万円（前年度比0.4％増）となった。
　特に本年度は、平成30年6月20日開院の新大橋病院に特化し、単独開催による病院運営戦略会議を複数回実施し
た。大橋病院・法人本部・医学部の3者による多面的な経営分析を基に検討を重ね、診療収入等を注視しながら、高
機能かつ高効率な診療体制の確立をめざしていくことを決めた。支出においては、経費節減プロジェクトにおいて、
備品の統一購入および医療機器保守契約の統一に取り組んだほか、医療材料の価格の適正化を図り、いずれの施策
においても3病院のスケールメリットを活かしたコスト削減を実現した。次年度も引き続き、収支のバランスを注視
しながら、病院運営を行っていく。

【看護学研究科】
　大学院FDを7月に「統計ソフト（JMP）の使用方法」「論文とは何か」のテーマで2回開催し、大学院生および教職
員も多数参加したことにより教育の質向上に寄与できた。博士前期課程科目（看護研究法）において追加が必要な内
容があったため、4コマのゼミ（質的研究法）を追加実施した。博士前期・後期課程の大学院開講分野やカリキュラム
の検討については、平成31年度変更に向けて引き続き取り組んでいく。

（1） 大森病院　
　平成29年度は、入院において、新入院患者数は前年度比微増したものの、平均在院日数が12.3日（前年度比0.3
日減）と短縮されたことにより、延患者数が6,894名減と大幅に減少し、稼働率が84.7％にとどまった。ハイブリッ
ト手術室の新設工事（9月11日～平成30年2月末）を行い、平成30年3月1日より稼働を開始した。改修工事の影
響による手術件数の減少を懸念したものの、手術室の効率的な運用が徹底されたことで、目標である9,300件を大
きく上回る9,860件に達した。平成30年度は、ハイブリット手術室がフル稼働することに加え、診療報酬改定によ
り手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」を用いたロボット支援下内視鏡手術への保険適応が拡大されることで、より
一層高度かつ低侵襲な手術が期待される。チーム医療については、栄養サポートチーム加算、呼吸ケアチーム加算、
がん患者指導管理料2および3等が着実に増加したほか、5号館4階無菌室改修工事を行い、4月より無菌治療室管
理加算2の算定を開始した。さらに理学療法士の病棟対応により、12月からADL維持向上体制等加算の算定も開
始した。
　外来においては、平成28年4月に新設した「かかりつけ医案内窓口」の対応時間を7月より延長して逆紹介推進
に努めたこと等の影響もあり、紹介25,342件（前年度比448件増）・逆紹介24,163件（同999件増）と、紹介・逆紹
介ともに順調な伸びを示しており、次年度も新規紹介患者獲得のため、引き続き、きめ細やかな地域連携推進活動
を実施していく。全国的な課題である医師の負担軽減策については、7月より医師事務作業補助体制加算を75対1
から50対1に手厚くし、さらに平成30年2月には40対1を取得した。又、9月1日より3病院共通で医師の時間外
手術に対する手当を新設したほか、12月に厚生労働省・関東信越厚生局等による特定共同指導が実施された。懸
案事項である1号館の耐震補強工事については、平成30年度中に着手する予定である。
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Ⅱ 事業の概要

（3） 佐倉病院
　10月1日よりSCU（脳卒中集中治療室）6床が開設し、脳神経外科および神経内科が協力し、365日24時間救急車
を受け入れる脳卒中の急性期医療の対応を開始した。医師をはじめ看護師、理学療法士、臨床工学士等のコメディ
カルが協働し、脳卒中死亡率や再発率の低下、在院日数短縮、自宅退院率の増加を推進するとともに、院内外の脳卒
中予防と啓発、教育を視野に取り組んでいる。SCU開設後の稼働率は98.0％であり、順調な運用がなされている。
引き続き、千葉県脳卒中地域連携パスを活用し、回復期リハビリテーション病院へつなぐ等、病病連携にも取り組
み、高稼働、在院日数短縮にも貢献していく。救急車受け入れにおいては、3,478件（前年度比29件増）となり、各専
門科によるサポート体制強化が定着したことに加え、要請の多い18～23時の時間帯に看護師、ヘルパー、クラーク
の人員強化、緊急手術の受け入れのための看護師遅番勤務時間の変更等、医師以外の協力体制が一層整備されたこ
とにより、救急車謝絶率は27.7％（前年度28.5％）と目標であった30％以下を達成した。手術件数においては、手術
室およびアンギオ室の稼働率向上と有効活用により、5,935件（前年度比344件増）となった。又、専門診療ユニッ
トの強化を行い、11月より透析ベッド2床を3床に増床した結果、透析・特殊血液浄化件数は747件（前年度比326
件増）となったほか、放射線治療も順調に増加している。これらの結果より、入院・外来ともに診療単価は上昇し、前
年度を上回る収入を確保することができた。支出については、当初予定していた以上に看護師の離職率が低く、人
件費が前年度比増となり、さらに医療の高度化が進み医療材料費も前年度比増となった。引き続き、看護師数の適
正化を進めるとともに、医療材料についても収支における支出バランスを緻密に分析し、法人本部・他の2病院と協
力して削減施策を実行していく。
　研究面においては、9月に院内の研究発表の場である研究推進談話会が第50回を迎え、記念講演会が開催された。
さらに本学理学部との共同研究であるAMED革新的医療技術創出拠点プロジェクトの次年度継続申請が受諾さ
れ、さらなる院内研究の発表が期待される。

（2） 大橋病院
　平成29年度より病床を59床減の374床とし、平成30年6月20日開院の新病院319床に向けて段階的な移行を
進めている。病床削減に伴い、より一層高効率な病床運用が必要とされることより、4月からベッドコントロール、
ソーシャルワーカー、入退院業務の機能を集約した「患者サポートセンター」を開設し、退院支援看護師を含めた多
職種が連携し、速やかな診療支援を行っている。クリニカルパスの運用率も順調に向上しており、平成29年度の平
均在院日数は9.3日（前年度比0.7日減）と10日を切るまでに短縮された。在院日数の短縮が一層進んだことに加
え、新入院患者数の減少により、稼働率89.1％に低迷し、入院収入は当初の予算を下回る状況となった。外来につい
ては、懸案事項であった検査体制の充実および土曜・日曜の有効活用に取り組み、4月より放射線部の協力のもと、
MRI検査予約枠を平日17：00以降と土曜17：00まで拡大し、現状では効率的な運用がなされている。紹介・逆紹
介については、10月より時間外選定療養費を8,640円に値上げしたことや、地域連携による「かかりつけ医」制度が
浸透したことで紹介状なしの初診患者は減少しており、紹介率76.0％・逆紹介率92.9％と地域医療支援病院基準を
大きく超え、非常に高いレベルを維持している。平成30年6月の現病院から新病院への移転準備期間を利用し、各
診療科の医師による地域医療機関への挨拶回りを行い、顔の見える連携を進め、新病院では早期診断・早期治療そ
して逆紹介の徹底を行い、引き続き紹介率・逆紹介率ともに高位維持に努める。
　又、駒場東邦に隣接する日通倉庫跡地の一部に6月より患者用駐車場を整備し、病院の前面道路の混雑緩和およ
び患者サービス向上に寄与した。新病院では、患者専用駐車場スペース93台（自走式）を確保し、外来通院しやすい
環境を提供する。さらに、平成30年6月9日・10日に竣工記念式典および内覧会・公開講座を開催する。地域医療機関、
近隣住民に広く新病院をご覧いただくことで新病院に対する理解を深め、「患者さんに選ばれる病院」となるべく、
新病院をPRしていく。
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（4） 羽田空港クリニック・羽田空港国際線クリニック
　急性疾患に対して適切なプライマリケアを行い、両クリニックおよび東邦大学医療センター大森病院が連携し、
情報共有を図りながら、安全で質の高い医療、満足度の高い医療を提供している。受診者数は、羽田空港クリニック
が11,942名（前年度比121名減）、国際線クリニックが10,277名（同178名増）と、国際線発着枠の拡大や外国人旅
客者増加にともない国際線クリニックは毎年堅調に増加している。国際空港という公共性の高い施設の医療機関と
し、電話医療通訳システムを3ヶ月間試験導入したほか、休日・夜間は東京都の無料救急翻訳システムを利用する等、
様々な外国人受診者への対応に取り組んだ。又、空港における災害時の対応については、総合防災訓練の参加に加
え、航空機事故対処総合訓練・羽田空港エマルゴに参加する等、防災時対策を強化するとともに、災害時マニュアル
やBCPの周知・徹底を図った。広報面では、空港クリニックとしての知見を活かした情報発信を強化しており、国内
線・国際線クリニック合わせて2本のプレスリリースを配信した。さらに、空港内関係者に対する認知度向上を目的
に平成28年12月より制作を開始したテナント向け健康情報レター「健康ニュース」は、本年度4本作成配布した。

（5） 病院経営収支分析の強化
　平成29年度は、診療報酬改定や消費税増税の影響を受けることなく、平成30年6月20日開院を控える新大橋病
院プロジェクトに特化し取り組んだ。新大橋病院運営戦略会議を4月・9月・平成30年2月の3回実施し、医師・看護師・
コメディカルの教職員適正数および新病院に向けた診療体制と現状、平成30・31年度粗利益、移転計画、さらに平成
30年6月9日・10日の竣工記念式典・内覧会について検討がなされた。3病院合同の病院運営戦略会議については、
11月に開催し、平成29年度上期の収支状況と中間推計、地域医療構想と地域連携の取り組みについて検討された。
　なお、医療材料の価格管理や償還材料の価格交渉については、経費節減プロジェクトと連動しながら、ベンチマー
クと比較し、3病院の医療費抑制を継続して行っていく。

（6） ３病院の看護師等確保の活動
　平成30年度新規採用は、3病院合計で内定者235名と各病院の適正人員を注視しながら、必要人員を確保するこ
とができた。平成29年度の取り組みとして、就職説明会後にインターンシップ勧誘はがきを発送し、インターンシッ
プ参加学生に対してアンケート調査を実施した。インターンシップ参加者数は延べ554名と、設定した目標値を上回
り、前年同時期比179名増加したことから、就職説明会がインターンシップ参加の大きな契機となったことが推測さ
れた。本校生（東邦大学看護学部生および佐倉看護専門学校生）の3病院への就職率は、看護学部生64.8％（前年度
比8.4％減）・佐倉看護専門学校生66.7％（同20.8％減）であった。引き続き、3病院看護部と法人本部看護企画室と
の小会議および看護部長会を継続して行い、優秀な人材確保をめざす。

（7） ３病院と看護キャリア支援センター等で取り組む看護の質の向上
　平成29年度に計画した9講座のうち全ての講座が滞りなく開催され、受講者は272名であった。本年度より開講
した臨床実践能力向上のための急変時対応能力の維持・向上支援講座は、3病院看護部が講座監修・インストラク
ターとして準備段階より携わり、シミュレーションエクササイズ3講座においては、受講者3名に対して1名のインス
トラクターがつき、少人数制による丁寧な受講者支援が功を奏し、受講者満足度は非常に高いものとなった。その他、
医学メディアセンターとの共同事業として、講座会場に講座の内容に関連した図書の展示を行い、さらに関連図書リ
ストについては、「看護職向け学術情報ポータルサイト」でも紹介し、Facebookを活用して情報発信を行った結果、
ホームページアクセス数の増加もみられ、看護職への情報提供の貢献につながった。
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（1） 財政基盤の強化

（2） 新大橋病院プロジェクトの推進

（3） 経費節減プロジェクトの推進

　中期経営計画（平成28～30年度）2年目の平成29年度は、基本金組入前当年度収支差額15.8億円の黒字予算を
組んだ。収入の約4分の3を占める医療収入は、入院延患者数が予算を下回ったことや、高額薬品・医療材料の増加
にともない医療経費率が上昇したこと等により苦戦を強いられたが、学納金や補助金、寄付金が堅調に推移して収支
を下支えした。又、本年度より使用実態を踏まえた固定資産耐用年数の見直しを実施したが、結果として減価償却負
担が一部軽減されることとなり、これらを反映した最終の基本金組入前当年度収支差額は予算を上回る19.2億円と
なった。この結果、平成28～29年度2年間の基本金組入前当年度収支差額累計は42.9億円に達し、中期経営計画3
年間の目標値22.7億円のほぼ2倍の実績となった。
　一方、法人を挙げて取り組んできた大型投資では、最大事業である新大橋病院の建物が平成30年3月に竣工し、
6月の開院を待つばかりとなっている。あわせて医学メディアセンター改修や大森病院ハイブリッド手術室工事、薬
学部Ｅ館耐震改修工事、駒場東邦隣接地購入ならびにグラウンド整備工事等を実施し、数年来取り組んできた大型
設備投資はいよいよ最終段階を迎えている。これらの設備投資資金を賄うため、手許現預金を一部取り崩すとともに
外部借入を増加させてきたが、平成29年度末時点の手許現預金や有価証券合計（除く特定資産）は237億円と、借入
残高159億円を大きく上回っており、実質無借金経営を維持している。なお、借入残高は本年度末がピークとなり、以
降漸減する計画である。

　平成30年3月20日に東急建設より建物引渡しを受けた。それと前後し開催された建物内覧会には、2日間で延べ
500名を超える法人役職員・大橋病院教職員が参加し、威容を誇る新病院の内装・外装を期待と感動を胸に見学し
た。運営面での準備としては、患者サポートセンターおよび受付廻りについて、案内誘導サイン計画と連携し、患者
動線がシンプルになるよう計画を見直しながら議論を進めている。又、入院環境についてもホテルにも負けない快
適なホスピタリティを提供する「患者さんに選ばれる病院」となるよう、ハード面の設えをすすめ、最終調整を行っ
ている。本プロジェクトでの最終セッションとなる現病院前の道路拡幅工事と現病院の跡地引渡しについては、売
却先とのトップ交渉により、平成30年度内に契約が実行できる見込みとなり、引き続き事務レベルで関係各社、行
政機関と打合せながら実務を進めていく。なお、並行して道路拡幅部分の土壌汚染自主調査を先行実施し、調査範
囲内では汚染土壌が無いことが確認できた。新病院への移転日については、移転準備委員会を中心に患者と職員の
安全を第一に考え、平成30年6月16日に実施することが決定した。それに先立ち、平成30年5月には外来受付・受診・
会計に係る導線確認のための情報端末を使用したソフト面の最終確認と運用シミュレーション実施を計画してい
る。平成30年6月20日開院時より外来・入院・手術等が通常通り行え、患者さんをスムーズにお迎えすることがで
きるよう病院全体で取り組んでいく。

　平成29年度はプロジェクト開始から実質5年目を迎え、①全所属共通必須項目 ②所属自主設定項目 ③法人本部
主導項目を柱に、法人内から節減アイディアを幅広く募る「Idea Box」の運用を新たに加え活動した。このうち①共
通必須項目としては、前年度に続き「業務効率化による時間外業務の削減」を掲げ、各所属と法人本部人事部の担当
者が連携した取り組みを通じて、法人全体の１人あたり月間平均時間外時間数が10.67時間と前年度より1.36時間
削減することに成功した。②所属自主設定項目では、所属毎に様々な工夫をし、消耗品費や電気使用量の削減を実現
した。さらに③法人本部主導項目では、機器備品の統一購入や保守契約の見直しに取り組み節減効果を挙げた。
　又、「Idea Box」には学内教職員から幅広い投稿があり、一部のアイディアについては早々に採用・導入する等、実
効性の高い運用が実現できた。本プロジェクトについては法人全体が一丸となった取り組みとして、次年度に向け、
さらに深化した形で推進する計画である。

Ⅱ 事業の概要

4. 管理運営
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（4） アイデンティティ強化のための広報施策
①広報施策の強化
　プレスリリースは、年間で102本のリリースを配信し、うち63本が延べ175件（前年度比63件増）のメディアに掲
載・放映された。目標としていた120本配信には届かなかったものの、付属中高の宇宙プロジェクトおよび産学連携
関連のリリース等が多くのメディアに掲載・放映され、反響を呼んだことにより、掲載数は前年度より増加した。又、
国際空港としてさらなる発展が期待される羽田空港においては、国内線・国際線クリニックの認知度向上をめざし、
空港ビルのテナント向けレター「健康ニュース」を作成しており、本年度は4本のレターを配布した。又、羽田クリニッ
クのCMに英語・中国語・韓国語テロップを追加し、さらに羽田空港の大型映像メディア（FV）における健康情報番
組「健康エアポート」は、11月1日に3年ぶりのリニューアルを実施し、3病院の医師19名による最新の健康情報の放
映を実施する等、戦略的・計画的な広報を展開した。なお、平成30年6月20日に開院を迎える新大橋病院の広報面
については、本年度10月より大橋病院担当者とともにホームページの切替作業や内覧会告知等に関する定例会議を
開催し、開院に向けてのリリース配信および記事広告等の計画的な掲出について調整を行っている。

②ホームページの充実
　本法人各所属トップページへのアクセス数は、平成29年度累計で延べ2,291万件（大学1,287万件、病院601万件、
両中高・看専403万件）となり、前年度比約24万件増となった。平成27年度より3ヵ年計画で進めてきたオフィシャ
ルサイト（全11サイト）すべてのリニューアルが本年度9月に無事完了した。リニューアルとともに全サイトのCMS

（更新ツール）が一本化されたことにより、更新作業における利便性および効率性を高めることができた。今後はコン
テンツの充実と更新頻度の向上を図るとともに、運用費用の節減に向けて、各所属向けのCMS操作説明会を実施す
る等、所属を支援する環境づくりを進めて行く。又、セキュリティ対策のため、サイトの常時SSL化（暗号通信化）対応
を平成30年3月より開始し、平成30年6月までに順次作業を進めていく予定である。

（5） 「学校法人東邦大学広報」による法人情報の発信 
　平成30年6月開院に迫った新大橋病院について、開院進捗状況にあわせたタイムリーな情報発信と情報共有を
心がけ、10月号および平成30年1月号で工事の進捗状況を建物内外の様子を写真にして掲載した。引き続き、竣工
記念式典および内覧会のご案内の情報発信を行うとともに、開院後の7月号は特別号とし、新病院内外や竣工記念式
典・内覧会・公開講座の様子を多数掲載する予定である。又、学内外より大変な好評を得て、平成29年1月より開始
した炭山理事長による新連載「東邦大学のルーツをたどる　第2部」では、創立者である額田豊・晉ご兄弟の薫陶を
受けた方々の生涯を辿ることで、本学の建学の精神がどのように息づき引き継がれているのかが明らかにされてお
り、平成30年4月で第2部の最終回を迎え、全6回が完結となる。

（6） 産学連携の推進
知的財産の創生については、特許を5件取得し、国内特許4件、外国特許3件の出願を行うことができた。一方、受

託研究27件（前年度26件）、共同研究104件（同66件）、その他78件（同39件）、合計209件（同131件）の契約書確
認を行い、研究支援の一層の強化を図った。

学外との連携については、産学連携本部および教育・研究支援センターが協働し、国立大学法人静岡大学との間で
6月22日に包括連携協定を締結した。8月21日には、静岡大学より安全保障輸出管理に関する講師を招き、薬学部に
おいてセミナー開催する等、多様な分野における連携・協力を推進している。医工連携については、5月に東京工業大
学と本学医学部教員の共同特許が出願されたほか、8月には東京都立産業技術研究センターと本学医学部教員によ
る医療器具の共同開発・研究（大田区研究助成金を獲得）、9月には東京工業大学の研究チームと本学医学部教員に
よる医療器具の開発、さらに平成30年2月には、静岡文化芸術大学・サカイ産業株式会社と本学医学部教員による教
育教材の開発・販売が開始される等、本学の強みを活かした連携が続々と実現化しており、引き続き、行政も含めた
産学官連携を推進していく。

53



Ⅱ 事業の概要

（7） 額田記念東邦大学資料室の充実
広報面については、5月に薬学部、10月に理学部の各ホームカミングデーにてポスター展示を行ったほか、資料室

の常設展を10月にリニューアルし、資料室の認知度向上および利用・寄贈の促進を図った。同月、日本私立医科大学
協会拡大理事会を本学で開催した際に資料室見学会を実施し、創立者の額田豊・晉ご兄弟や本学の歴史について理
解を深めていただいた。又、同窓生を含む学内関係者へのさらなる広報として、習志野メディアセンターにおいて「人
間　猿橋勝子の肖像」（11月11日～12月26日）の出張展示を実施した。　

管理面においては、平成28年度より2ヵ年計画で進めてきた未整備資料6,400点相当の目録整備およびサムネイ
ル撮影が完成したことにより、所蔵資料は約8,400点となり、本学所蔵資料の概要を把握できるようになった。今後、
展示やレファレンス等でのさらなる資料活用が期待される。

本年度も、平成30年1月に大学各学部および付属中高・駒場東邦の各同窓会代表者によって構成される運営諮問
委員会を開催し、資料室運営についてご意見をいただいた。

（9） 株式会社東邦キャンパスサービスの動向
第17期（平成28年9月1日～平成29年8月31日）決算は、売上高2,653百万円を計上し、本法人へ35百万円の寄

付を行い、結果、経常利益は32百万円となった。
平成29年4月に薬価の一部改正されたことを受け、付属病院薬剤部長との連携で、各ディーラーと交渉の結果、3

病院全体で277百万円（大森病院138百万円、大橋病院52百万円、佐倉病院87百万円）の経費節減に寄与した。
平成30年度の新大橋病院開院に向けては、立体駐車場の管理運営を受託しており、6月の開院に合わせ、準備を進

めている。

（8） 羽田空港跡地再開発推進計画について
大田区が募集した「羽田空港跡地第1ゾーン整備事業（第1期事業）」に本法人が協力団体として参加している企

業グループが応募し、平成29年5月、事業予定者に決定した。事業期間は50年、第1ゾーン整備事業全体の施行地区
面積は約16.5ヘクタール（50,000坪）であり、うち第1期事業は約5.9ヘクタール（17,878坪）である。

本法人は、京浜急行線・東京モノレール「天空橋駅」から至近距離に位置しているこの地に、建設予定の先進医療
センター棟（仮称）に入居、5フロア（2,687坪）を利用して事業を展開する予定である。当プロジェクトは、この地で
官民連携により、世界と地域をつなぐ「新産業創造・発信拠点」を形成し、地域経済の活性化や国際競争力の強化を
目的としたものであり、本法人は特に健康医療分野を担う。羽田という立地を十分に活かし、外国人を対象に専門診
療科によるセカンドオピニオン外来の実施、熟練スタッフによる高度検診事業の実施等を検討している。さらに、保
険診療対象外の医療機器を用いての新しい医療サービスや新しいデバイスを用いた再生医療も視野に入れている。
　又、医工連携についても、医療現場改善に主眼を置いた、マーケットイン型の医工連携により地元企業の受注機会
の拡大を図り、大田区のものづくり産業の発展に寄与することができる。本件については、大田区の担当部署と定期
的に会合を持ち、情報交換を行っている。事業開始は平成34年となる予定である。
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Ⅲ 財務の概要

大学院講堂（医学部本館）
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1. 決算の概要

学校法人の決算状況を表す書類（決算書）は、(ⅰ)法人の当年度収支の状況を示す「事業活動収支計算書」、(ⅱ)資金の
収支状況を示す「資金収支計算書」、(ⅲ)「資金収支計算書」に付随し、資金収支の状況をさらに学校法人の活動別に分
けて示す「活動区分資金収支計算書」、(ⅳ)年度末現在における学校法人の資産・負債・純資産の状況を示す「貸借対
照表」の４つに大別される。以下、これらの決算書に沿って平成29年度決算の概要についてご説明します。

Ⅲ 財務の概要

（１） 収支計算書の状況
本法人の収支状況について、「事業活動収支計算書」と「活動区分資金収支計算書」を中心に当初予算と対比しなが

らご説明する。

①事業活動収支計算書
「事業活動収支計算書」は、学校法人の活動を「経常的活動（教育活動、教育活動外）」と「それ以外の活動」に分け、そ

れぞれに対応する収入と支出、収支状況（収支差額）を表示する。さらにそれぞれの収支差額を合計して、一般企業の当
期利益に当たる「基本金組入前当年度収支差額」や、基本金組入額控除後の「当年度収支差額」を表示する。「事業活動
収支計算書」は一般企業の損益計算書に相当し、学校法人の当年度の収支状況（損益状況）を表すものである。

本法人の平成２９年度における教育活動の収支状況を示す教育活動収支は、収入が当初予算を△537百万円下回る
85,686百万円、支出が当初予算を△685百万円下回る84,418百万円となり、教育活動収支差額は当初予算を147百万
円上回る1,267百万円となった（以下予算数値はいずれも当初予算）。収入面では、法人全体の収入の約3/4を占める医
療収入が予算を△799百万円下回るとともに、学生生徒納付金が予算を△102百万円下回った。一方、支出面は収入全
般が予算を下回るなか経費節減プロジェクトを中心に各費目の抑制に努めた。支出全体の1/2弱に達する人件費は予
算を△224百万円下回った。又、医療経費を除いた教育研究経費は△1,016百万円、管理経費は△308百万円それぞれ
予算を下回った。他方医療経費は診療内容の高度化や高額薬品の使用増等により予算を871百万円上回る着地となっ
た。

教育活動以外の収支状況を示す教育活動外収支差額は予算を15百万円上回る△73百万円となった。この結果、教
育活動・教育活動外収支差額を合計し法人の経常的な活動の収支状況を示す経常収支差額は、1,194百万円と予算を
163百万円上回った。

経常的な活動以外の収支状況を示す特別収支差額は、施設・設備に係る寄付金や補助金等の特別収入が予算を△
153百万円下回る1,015百万円となったこと等により、予算を△120百万円下回る728百万円となった。

以上より、各収支差額を合計した基本金組入前当年度収支差額は予算を342百万円上回る1,923百万円となった。又、
当年度の基本金組入額は3,707百万円となったため、これを控除した当年度収支差額は△1,784百万円となり、予算を
377百万円下回った。

②活動区分資金収支計算書
「活動区分資金収支計算書」は、学校法人の活動を「教育活動」「施設整備等活動」「その他の活動」に区分し、それぞれ

の活動にともなって発生する資金（キャッシュフロー）や資金の収支状況を記載したものである。
本法人の平成29年度の資金収支状況をみると、

「教育活動」においては、教育や医療活動等により85,672百万円の収入が生み出され、その活動のため80,375百万
円が費消された。教育活動による資金収支を示す｢教育活動収支差額」は、収入から支出を控除後に調整勘定等を加え、
5,488百万円の収入超過となった。

つぎに「施設整備等活動」においては、寄付金や補助金等により898百万円の収入があった一方、教学・医療環境向
上のため10,691百万円が設備投資に投下された。収入から支出を差引後に調整勘定等を加えた｢施設整備等活動収
支差額｣は、△5,639百万円の支出超過となった。この支出超過分に対しては、上記教育活動収支差額の収入超過分が
充当された。この結果、両者を合計した資金収支差額は、△150百万円の支出超過となった。
「その他の活動」においては大型投資のための借入金や債券等の有価証券売却、運用利息等により8,874百万円の収

入が生み出された。反対に借入金の返済や債券の再運用、借入金利息の支払等で7,897百万円が支出され、この差引に
調整勘定等を加えた「その他の活動資金収支差額」は、1,064百万円の収入超過となった。以上を合計し、最終的な支払
資金の増減額は913百万円の増額となった。この結果、前年度繰越支払資金21,714百万円に支払資金増加額913百万
円を加えた翌年度繰越支払資金は22,628百万円となり、後述する貸借対照表の現預金残高と一致する。
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①事業活動収支計算書

事業活動収入（86,754百万円）の構成比 事業活動収入に対する
事業活動支出（84,831百万円）の構成比

（単位：百万円）

102
31
187

△142
△186
799

△253
537
224
1,016
△871
308
8

685
△147
△4
ー
△4
11
ー
11

△15
△163

ー
153
153
34
△1
32
120
300

△342
720
377

687
1,029

差 異（A-B）
12,423
519
1,431
3,940
720

64,949
1,700
85,686
41,587
16,153
22,340
4,325
12

84,418
1,267
51
ー
51
125
ー
125
△73
1,194

ー
1,015
1,015
285
1

286
728
ー

1,923
△3,707
△1,784

86,754
84,831

B.決 算
12,526
550
1,618
3,797
534

65,749
1,447
86,224
41,812
17,170
21,468
4,633
20

85,104
1,120
47
ー
47
137
ー
137
△89
1,030

ー
1,168
1,168
319
ー
319
849
300
1,580

△2,986
△1,406

87,441
85,860

A.当初予算区 分
学生生徒等納付金 
手数料 
寄付金 
経常費等補助金 
付随事業収入 
医療収入 
雑収入 
教育活動収入計 
人件費 
教育研究経費 
医療経費　　　　　　　　　　　　　　 
管理経費 
徴収不能額等 
教育活動支出計 
教育活動収支差額（ア）
受取利息・配当金 
その他の教育活動外収入 
教育活動外収入計 
借入金等利息 
その他の教育活動外支出 
教育活動外支出計 
教育活動外収支差額（イ）
経常収支差額（ア+イ）
資産売却差額 
その他の特別収入 
特別収入計 
資産処分差額 
その他の特別支出 
特別支出計 
特別収支差額（ウ）
［予備費］（エ） 
基本金組入前当年度収支差額（ア+イ+ウ-エ） 
基本金組入額合計 
当年度収支差額 
 
事業活動収入計 
事業活動支出計 

勘定科目

※百万円未満切捨て。差異表示の式は学校会計基準による。

（参考） 

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

収 

入

支 

出

収  

入

収  

入

支 

出

支 

出

医療収入
74.9%

雑収入
2.0%

受取利息・配当金収入
0.1%

その他の特別収入
1.2%

学生生徒等納付金
14.3%

手数料
0.6%

教育活動
寄付金
1.6%

経常費等
補助金
4.5%

人件費
47.9%

教育研究経費
18.6%

医療経費
25.8%

管理経費
5.0%

借入金等利息
0.1%

資産処分差額
0.3%

基本金組入前当年度
収支差額
2.2%

付随事業収入
0.8%
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Ⅲ 財務の概要

②活動区分資金収支計算書 （単位：百万円）

12,423
519
138
1,283
3,940
720

64,949
1,696
85,672
41,219
13,075
22,327
3,752
80,375
5,297
190

5,488
607
291
ー

898
9,130
1,561
10,691
△9,793
4,153

△5,639
△150
2,000
800
3,000
2,000
68
945
3

8,817
51
5

8,874
976
800
3,000
2,000
42
945
ー
5

7,770
125
1

7,897
977
86

1,064
913

21,714
22,628

金 額区 分
学生生徒等納付金収入   
手数料収入   
特別寄付金収入   
一般寄付金収入   
経常費等補助金収入   
付随事業収入   
医療収入   
雑収入   
教育活動資金収入計   
人件費支出   
教育研究経費支出   
医療経費支出   
管理経費支出   
教育活動資金支出計   

借入金等収入   
有価証券売却収入   
退職給与引当特定資産売却収入  
指定金銭信託売却収入   
貸付金回収収入   
預り金受入収入   
敷金・保証金戻入収入   
小計   
受取利息・配当金収入   
過年度修正収入   
その他の活動資金収入計
借入金等返済支出   
有価証券購入支出   
退職給与引当特定資産繰入支出   
指定金銭信託購入支出   
貸付金支払支出   
預り金支払支出   
敷金・保証金支払支出   
仮払金支払支出   
小計   
借入金等利息支出   
過年度修正支出   
その他の活動資金支出計   

施設設備寄付金収入   
施設設備補助金収入   
施設設備売却収入   
施設整備等活動資金収入計   
施設関係支出   
設備関係支出   
施設整備等活動資金支出計   

差引    
調整勘定等    
教育活動資金収支差額    

差引    
調整勘定等    
施設整備等活動資金収支差額    

差引     
調整勘定等    
その他の活動資金収支差額

勘定科目

※百万円未満切捨て

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金

収
支

収 

入

収 
入

支 

出

収 

入

支 

出

支 

出

小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）

支払資金の増減額（小計＋その他の活動資金収支差額）
前年度繰越支払資金
翌年度繰越支払資金
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（２）貸借対照表の状況
貸借対照表は、会計年度末における学校法人の資産や負債の内容、純資産の状況を表す。
平成２９年度末現在の本法人の総資産は140,136百万円で、前年比7,434百万円増加した。このうち土地・建物等の

有形固定資産が6,564百万円増、現預金や有価証券等の流動資産が76百万円増加している。
一方負債は54,115百万円で、前年比5,511百万円増加した。新大橋病院建設資金の一部を外部借入で調達したこと

や、平成30年3月に竣工し資産計上した新大橋病院建物について、建設代金の一部が平成30年度の支払いとなること
により、借入金が1,023百万円、未払金が4,123百万円それぞれ増加した。

総資産から負債を差し引いた純資産は86,021百万円となり、前年比1,923百万円増加した。

50,000

100,000

△100,000

△50,000

0

150,000
（百万円）

a= 資産の部合計
b= 負債の部合計
c= a-b= 純資産

a

有形固定資産　99,798

流動資産　34,131

その他の固定資産  2,508
特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799

その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,508その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,407その他の固定資産  2,407
特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799特定資産  3,799

b

c

基本金 168,775基本金 168,775

繰越収支差額（支出超過）
△82,753

固定負債　35,679

流動負債　18,435

純資産
86,021

貸借対照表構成図

（単位：百万円）

※百万円未満切捨て

貸借対照表　内訳

固定資産  
　　うち有形固定資産
　　　　特定資産   
　　　　その他の固定資産
流動資産  
　　うち現金預金  
　　　　未収入金  
　　　　その他の流動資産 
 
  
  

資産の部合計  

106,004
99,798
3,799
2,407
34,131
22,628
11,176
327

140,136

科 目

固定負債  
 うち長期借入金 
  退職給与引当金 
流動負債  
 うち短期借入金 　　 
  未払金  
  前受金  
  その他の流動負債 
負債の部合計  
基本金  
繰越収支差額  
純資産の部合計  
負債および純資産の部合計 

35,679
14,445
21,233
18,435
1,481
12,173
3,805
975

54,115
168,775
△82,753
86,021
140,136

科 目
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Ⅲ 財務の概要

２．事業活動収支決算の推移

（１）事業活動収入の推移
直近5年間の事業活動収入の推移を示した。
最大の収入となる医療収入の事業活動収入全体に占める割合は、平成25年度の73.3%から平成29年度には

74.9%へ1.6%上昇した。ついでウエイトの高い学生生徒等納付金は平成25年度の15.1%から平成29年度は
14.3%と0.8%低下している。又、寄付金は学生・生徒のご父母や、駒場東邦60周年記念寄付金等で多くのご厚志を
いただいた。補助金は、施設設備補助金が減少している一方、経常費等補助金は平成28年度以降増加している。

※百万円未満切捨て         
※平成25～26年度は、旧会計基準にて算出したため、「寄付金」および「補助金」については全て教育活動収入に計上。
※教育活動収入の「その他」の内訳は、「手数料収入」、「付随事業収入」、「雑収入」を計上。
　又、特別収入の「その他」の内訳は、「資産売却差額」、「現物寄付」、「過年度修正額」を計上。
※「構成比」は、事業活動収入合計に対する各収入科目の割合

85,609

平成 27 年度 平成 28 年度

（単位：百万円）
科 目

12,409
2,474
4,375

60,347
2,567

82,174
135
135

ー
ー
1
1

82,311

15.1%
3.0%
5.3%

73.3%
3.1%

99.9%
0.1%
0.1%

ー
ー
ー
ー

100.0%

平成25年度 構成比
12,386
2,614
4,214

61,711
2,842

83.769
109
109

ー
ー
ー
ー

83,879

14.8%
3.1%
5.0%

73.6%
3.3%

99.9％
0.1%
0.1%

ー
ー
ー
ー

100.0%

平成26年度 構成比
12,199
1,855
3,586

63,314
3,011

83,967
96
96

411
670
463

1,546
85,609

14.2%
2.1%
4.1%

74.0%
3.5%

98.1%
0.1%
0.1%
0.4%
0.7%
0.5%
1.8%

100.0%

平成27年度 構成比

平成 25 年度 平成 26 年度

85,970

平成 29 年度

82,311 83,879

0

20,000

40,000

60,000

80,000

10,000

30,000

50,000

70,000

90,000

■学生生徒等納付金
■寄付金
■経常費等補助金
■医療収入
■その他
教育活動収入合計
■受取利息・配当金
教育活動外収入合計
■施設設備寄付金
■施設設備補助金
■その他
特別収入合計
事業活動収入合計

（百万円）

教
育
活
動

特
別

教
育
活
動
外

86,754

12,310
1,851
3,676

64,678
2,746

85,262
46
46

135
424
101
661

85,970

14.3%
2.1%
4.2%

75.2%
3.1%

99.2%
ー
ー

0.1%
0.4%
0.1%
0.8%

100.0%

12,423
1,431
3,940

64,949
2,941

85,686
51
51

607
291
117

1,015
86,754

14.3%
1.6%
4.5%

74.9%
3.4%

98.7%
0.1%
0.1%
0.7%
0.3%
0.1%
1.2%

100.0%

平成28年度 構成比 平成29年度 構成比

60



（２）事業活動支出の推移

※百万円未満切捨て       
※平成25～26年度は、旧会計基準にて算出。      
※特別支出の「その他」の内訳は、「過年度修正支出」を計上。     
※「構成比」は、事業活動収入合計に対する各支出科目の割合       

直近５年間の事業活動支出の推移を示した。
最大支出項目である人件費の事業活動収入に対する比率は47～48%台で推移しており、平成29年度は47.9％で

あった。学生・生徒の教育に充てられる教育研究経費は漸増傾向にあったが、法人全体の運動である経費節減プロジェ
クトにより各費目の抑制に努めたことや、機器備品の耐用年数を利用実態に即して見直し、結果として減価償却負担が
減少したことから、前年度を下回った。医療経費は診療内容の高度化や高額薬品の使用増等を反映して逓増している
が、医療材料の統一等による削減策に法人全体で取り組んでいる。

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度平成 25 年度 平成 26 年度
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70,000
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（百万円）

（単位：百万円）
科 目

39,566
15,212
18,698
4,071

10
77,559

145
145
402

ー
402

78,107

48.1%
18.5%
22.7%
4.9%

ー
94.2%
0.2%
0.2%
0.5%

ー
0.5%

94.9%

平成25年度 構成比
40,764
16,323
19,687
4,417

14
81,207

99
99

519
ー

519
81,826

平成26年度 構成比
40,928
16,337
20,992
4,307

12
82,578

97
97

753
1

754
83,430

47.8%
19.1%
24.5%
5.0%

ー
96.4%

0.1%
0.1%
0.9%

ー
0.9%

97.4%

平成27年度 構成比
41,020
16,409
21,591
4,260

10
83,291

118
118
186

1
187

83,597

41,587
16,153
22,340
4,325

12
84,418

125
125
285

1
286

84,831

47.9%
18.6%
25.8%
5.0%

ー
97.3%

0.1%
0.1%
0.3%

ー
0.3%

97.7%

平成28年度 構成比 平成29年度 構成比

■人件費
■教育研究経費
■医療経費
■管理経費
■徴収不能類等
教育活動支出合計
■借入金等利息
教育活動外支出合計
■資産処分差額
■その他
特別支出合計
事業活動支出合計

教
育
活
動

特
別

教
育
活
動
外

47.7%
19.1%
25.1%
5.0%

ー
96.9%

0.1%
0.1%
0.2%

ー
0.2%

97.2%

48.6%
19.5%
23.5%
5.3%

ー
96.9%

0.1%
0.1%
0.6%

ー
0.6%

97.6%
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Ⅲ 財務の概要

平成25年度

82,311
78,107

4,204

83,879
81,826

2,052

平成26年度

85,609
83,430

2,179

平成27年度

■事業活動収入【Ａ】（旧：帰属収入）
■事業活動支出【Ｂ】（旧：消費支出）
■基本金組入前当年度収支差額【Ａ-Ｂ】
　（旧:帰属収支差額）

（百万円）

0

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

72,000

74,000

76,000

78,000

80,000

82,000

84,000

86,000

88,000

85,970
83,597

2,372

平成28年度

86,754
84,831

1,923

平成29年度

平成25年度

2,129
3,045
3,756

平成26年度

1,576
17,804
3,912

平成27年度

1,556
8,750
4,024

平成28年度

1,605
5,428
4,260

■設備費
■施設費
■減価償却額

（百万円）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

3,000

4,500

3,500

4,000

平成29年度

1,561
9,130
3,640

（３）基本金組入前当年度収支差額の推移

（４）設備投資の推移

直近5年間の基本金組入前当年度収支差額の推移を示した。
平成25年度に42.0億円の黒字を計上して以降、平成26年度の消費増税や診療報酬実質マイナス改定の影響等も

あり、直近数年間は20億円程度の黒字水準で推移している。平成29年度は前年度比4.4億円減の19.2億円の黒字を
計上した。主に医療経費が増加したことにより黒字額が前年度より下回る結果となったが、厳しい経営環境のなか安定
して黒字を確保している。

教学・医療環境の一層の充実を
図るため積極的な設備投資を行っ
ており、減価償却額を大きく上回る
設備投資を続けている。平成29年
度は、駒場東邦隣接地の取得や薬
学部E館耐震改修工事、新大橋病
院の建設工事等に取り組み、施設
費・設備費合計で10,691百万円の
投資を行った。

※百万円未満切捨て       
※平成25～26年度は、旧会計基準にて算出       
※左目盛り「事業活動収入」・「事業活動支出」、右目盛り「基本金組入前当年度収支差額」      
 

※百万円未満切捨て    
※左目盛り「設備費」・「施設費」、右目盛り「減価償却額」    
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（５）貸借対照表の推移
直近5年間の貸借対照表の推移を示した。
本法人の総資産は平成29年度末で140,136百万円となり、平成25年度末から24,480百万円増加した。一方総負

債は平成29年度末で54,115百万円で、平成25年度末比15,953百万円増加している。この結果、総資産から総負債
を差し引いた純資産は、平成29年度末で86,021百万円となり、平成25年度末から8,528百万円増加している。

内容をみると、
資産の部では、大型設備投資を積極的に進めたことを反映し、平成29年度末の土地や建物等の有形固定資産は

99,798百万円と、平成25年度末比29,982百万円増加した。この間設備投資額の相当部分を自己資金で賄ったが、
手許現預金は平成29年度末で22,628百万円と、平成27年度末以降漸増している。

負債の部では、借入金の返済を積極的に進めた結果、長・短借入金残高は平成25年度末には5,947百万円まで減
少した。その後、平成30年6月開院予定の新大橋病院建設資金の一部を借入金で調達したため、平成29年度末の借
入金残高は15,926百万円となった。ただし、現預金残高は借入金残高を大きく上回っており、実質無借金状態を維
持している。なお、借入金残高は平成29年度末がピークとなり、平成30年度以降は漸減する計画である。

基本金の部は、校舎や病院の拡充や借入金返済を進めたことを反映し、平成29年度末の基本金残高は168,775
百万円と、平成25年度末比26,963百万円増加した。

又、法人全体の体力を示す純資産は、平成29年度末で86,021百万円となり、平成25年度末比8,528百万円増加し
た。

固定資産
　うち有形固定資産
　　　特定資産
　　　その他の固定資産
流動資産
　うち現金預金
　　　未収入金
　　　有価証券
資産の部合計
（現預金＋長・短有価証券+金銭信託合計）

固定負債
　うち長期借入金
　　　退職給与引当金
流動負債
　うち短期借入金
　　　未払金
　　　前受金
負債の部合計
再掲（長・短借入金合計）
基本金
繰越収支差額
純資産の部合計
負債および純資産の部合計

平成25年度末比平成25年度末 平成26年度末

98,646  
93,233
3,799
1,612
34,055
21,714
11,535
500

132,701
（23,234）
34,792
13,926
20,865
13,810
976
8,050
3,808
48,603
（14,903）
165,068
△ 80,969
84,098
132,701

77,903  
69,816  
3,799
4,287  
37,753  
25,306
10,536
1,499

115,656
（29,622）
24,005
3,887
20,118
14,156
2,060
7,938
3,287
38,162
（5,947）
141,812
△ 64,318
77,493
115,656

91,207
84,899
3,799
2,508
27,173
13,846
10,991
1,996

118,381
（17,662）
25,451
5,190
20,261
13,383
1,696
7,571
3,216
38,834
（6,887）
158,303
△ 78,757
79,546
118,381

（単位：百万円）

科目

※百万円未満切捨て

平成27年度末

96,540
90,543
3,799
2,196
30,130
16,771
12,046
999

126,670
（19,291）
31,264
10,903
20,360
13,680
1,136
8,195
3,342
44,944
（12,040）
162,399
△ 80,673
81,725
126,670

平成28年度末 平成29年度末

28,101
29,982

ー
△1,880
△3,622
△2,678
640

△1,499
24,480
△5,474
11,674
10,558
1,115
4,279
△579
4,235
518

15,953
9,979
26,963

△18,435
8,528
24,480

106,004
99,798
3,799
2,407
34,131
22,628
11,176

ー
140,136
（24,148）
35,679
14,445
21,233
18,435
1,481
12,173
3,805
54,115

（15,926）
168,775
△82,753
86,021
140,136
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比率名 算出方法

① 人件費比率

② 事業活動収支
差額比率

基本金組入前当年度収支差額
事業活動収入

③ 経常収支
差額比率

経常収支差額
経常収入

④ 純資産
構成比率

純資産
負債+純資産

⑤ 流動比率 流動資産
流動負債

⑥ 負債比率 総負債
純資産

Ⅲ 財務の概要

３．主要財務指標

【主要財務指標について】

※平成25・26年度は、旧基準で算出した数値         
※平成27年度以降は、新基準で算出した数値         
※「人件費比率」平成27年度以降の（ ）内の数値は、旧基準で算出した数値

平成 25 年度

48.1 
5.1 
ー

67.0 
266.7 
49.2  

48.6 
2.4 
ー

67.2 
203.0 
48.8 

平成 26 年度

48.7（47.8）
2.5     
1.7

64.5
220.2
55.0

平成 27 年度

48.1（47.7）
2.8     
2.2

63.4
246.6
57.8

平成 28 年度

48.5（47.9）
2.2     
1.4

61.4
185.1
62.9

平成 29 年度

■①人件費比率（右目盛）
■②事業活動収支差額比率
■③経常収支差額比率
■④純資産構成比率（右目盛）
■⑤流動比率（右目盛）
■⑥負債比率（右目盛）

（％）

0

50

100

150

200
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250

（％）
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5

6

7

8

人件費
経常収入

人件費の経常収入に対する割合を示す比率で、低いことが望ましい
とされている。

経常的な収支バランスを表す比率。臨時的な収支を考慮しない、通常
の事業活動による収支バランスを示す比率で、経営の健全性を表す代
表的な指標であり、比率が高いほど経営に余裕があると考えられる。

流動負債（1年以内に返済すべき負債）を流動資産（1年以内に換金可
能な資産）がどの程度カバーしているかを示す比率である。この比率
が高いほど短期的な資金繰りに余裕があることを示す。

基本金組入前当年度収支差額の事業活動収入に対する割合で、高い
ほど収益力があり、結果として自己資金が充実され経営の健全性が
向上するとみることができる。

純資産の、負債と純資産の合計（＝総資産）に占める構成割合であ
る。学校法人の資金の調達源泉を分析する上で、最も重要な指標で
あり、高いほど良いとされている。

返済義務のある他人資金がどれだけ返済義務のない純資産でカバー
されているかを示し、低いほど財務の安定性が高いといえる。

旧基準： 人件費
事業活動収入

本法人の財務の状況を分析するための主要な財務指標を示した。なお、平成27年度より、会計基準の変更に伴い財
務比率の名称、算出方法が変更になっている。
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４．財産目録

Ⅰ.資産総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　140,136百万円

　　　内　基本財産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 106,004百万円

　　　　　運用財産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 34,131百万円

Ⅱ.負債総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  54,115百万円

Ⅲ.純資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　86,021百万円

区　分 金　額

平成30年3月31日現在

（単位：百万円）

資産額

１.基本財産

　　　　土地 338,878.02m2 22,648

　　　　建物 367,017.12m2 62,368

　　　　図書 609,172冊 6,100

　　　　教具・校具・備品 47,206点 6,144

　　　　建設仮勘定  261

　　　　その他  8,481

２.運用財産

　　　　現金預金   22,628

　　　　未収入金  11,176

　　　　短期貸付金   47

　　　　前払金   179

　　　　その他  99

資産総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  140,136

負債額

１.固定負債

　　　　長期借入金  14,445

　　　　退職給与引当金   21,233

２.流動負債

　　　　短期借入金  1,481

　　　　その他  16,954

負債総額  54,115

純資産（資産総額－負債総額）  86,021

※百万円未満切捨て
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Ⅲ 財務の概要

5．財務の概要　補足説明

計算書類 内容

Ⅰ .資金収支計算書 当該年度の収入および支出に対応するすべての資金の動きを表示し、支払資金
の顛末を表す。

Ⅱ .事業活動収支計算書
企業会計における損益計算書に相当し、学校法人の活動を「経常的活動（教育活
動収支、教育活動外収支）」と「それ以外の活動（特別収支）」に分け、それぞれに
対応する収入と支出ならびに収支差額を表す。

Ⅲ .貸借対照表 年度末時点の資産・負債・純資産の状況を表す。

学校法人 企業

組織の目的 教育研究活動による人材の育成、研究
成果の社会への還元等

企業活動による適切な利潤の獲得、出
資者への還元等

会計処理 学校法人会計 企業会計原則

計算書類

・資金収支計算書
・活動区分資金収支計算書
・事業活動収支計算書
・貸借対照表　　等

・損益計算書
・貸借対照表
・キャッシュフロー計算書　　等

【計算書類の内容説明】

（１）学校法人会計とは
学校法人の会計処理は昭和46年4月1日に制定された「学校法人会計基準」に準拠して行われます。（平成27年4

月改正）
学校法人会計基準は、複式簿記の原則や一般に公正妥当と認められる企業会計の原則を踏襲しておりますが、作成

する計算書類には学校法人会計独特のものも含まれます。学校法人会計の特色および勘定科目等について以下に補足
説明いたします。

（2）学校法人会計と企業会計との違い
企業は、さまざまな分野でモノを生産したり、商品・サービスを提供すること等により利益を獲得し、それを新製

品の開発に投資したり、サービスの一層の充実に向けること等を通じて社会的な活動を行っています。又、株式会社
であれば配当等のかたちで出資者に一定の果実を還元することも重要な役割です。 

一方、学校法人は教育活動を通じて人材を育成するとともに、研究活動の成果を社会に還元すること等により社
会的な活動を行っています。又、活動の結果得られた資金を教育内容の一層の充実に向け、環境整備等に投下して
おります。 

学校法人会計は基本的には企業会計の原則を踏襲していますが、学校法人が教育や医療等のより公共性の高い
分野を担い、国や地方公共団体から一定の補助金を頂戴していることを反映し、企業会計とは異なる独自の会計処
理や財務諸表の開示が義務付けられています。 
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（3）学校法人会計の主な勘定科目・用語の説明 

資金収支計算書・事業活動収支計算書共通の科目 

【収入】 
①学生生徒等納付金(収入) …… 学生生徒からの授業料等による収入 
②手数料(収入) ………………… 受験料等による収入 
③寄付金(収入) ………………… 保護者の皆様や卒業生、企業から寄付いただいた金銭や資産 
④補助金収入(経常費等補助金) … 国または地方公共団体等からの助成金(施設設備補助金を除く) 
⑤付随事業・収益事業収入 …… 治験等付随的な事業により得られた収入 
⑥医療収入 ……………………… 入院、外来、雑医療収入等、医療行為によって得られた収入 
⑦受取利息・配当金収入 ……… 金融資産の運用によって得られた利息等 
⑧雑収入 ………………………… ①～⑦以外で得られた収入 

【支出】
①人件費(支出) ………………… 教職員等に支払う給与や退職金 
②教育研究経費(支出) ………… 教育研究活動に充てた経費 
③医療経費 ……………………… 薬品や診療材料等、医療行為に要した経費 
④管理経費(支出) ……………… 教育研究活動以外の学校法人の管理・運営に要した経費 
⑤借入金等利息(支出) ………… 金融機関へ支払う借入金利息等 

事業活動収支計算書の科目

【教育活動収入】 …………………学生生徒等納付金、手数料、付随事業収入、医療収入等教育活動を通して得られた収入
【教育活動支出】 …………………人件費、教育研究経費、管理経費、医療経費等教育活動にともない発生した支出 
【教育活動収支差額】 ……………【教育活動収入】－【教育活動支出】 
【教育活動外収入】 ………………受取利息・配当金等、教育活動外で得た収入 
【教育活動外支出】 ………………借入金利息等、教育活動外で発生した支出
【教育活動外収支差額】 …………【教育活動外収入】－【教育活動外支出】
【経常収支差額】 …………………【教育活動収支差額】＋【教育活動外収支差額】
【特別収入】 ………………………施設設備補助金や不動産売却益等、臨時的な収入
【特別支出】 ………………………固定資産除却損等、臨時的な支出
【特別収支差額】 …………………【特別収入】－【特別支出】
【基本金組入前当年度収支差額】 …【経常収支差額】＋【特別収支差額】

毎年度の事業活動の収支バランスを表す

貸借対照表の科目

【資産】
①固定資産 ………………………土地や建物等、長期(1年以上)に保有・利用する資産
②流動資産 ………………………現預金や未収入金等、貸借対照表の基準日から1年以内に現金化される資産

【負債】
①固定負債 ………………………返済期限が1年以上後となる負債(長期借入金等)、退職給与引当金等
②流動負債 ………………………１年以内に返済すべき負債(短期借入金等)

【基本金】 …………………………学校法人が、その諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に保持するために維持
すべきものとして、その事業活動収入のうちから組み入れた金額

①第１号基本金 …………………施設・設備等の固定資産の取得額
②第2号基本金 …………………新たな学校の設置または既設の学校の規模の拡大もしくは教育の充実向上のために

将来取得する固定資産の取得に充てる資産の額
③第3号基本金 …………………奨学金等の基金として継続的に保持し運用する資産の額
④第4号基本金 …………………学校法人を運営していくために恒常的に保持すべき資金

67



八王子
中野

高田馬場

池袋

赤羽

南浦和北朝霞／朝霞台
武蔵野線

京浜東北線 常磐線

京葉線

新京成電鉄

京成本線

山手線

中央・総武線

副都心線

京浜東北線

りんかい線東急田園都市線

東急東横線

東急大井町線

東京メトロ東西線

東急多摩川線

京浜急行線

東急池上線

総武線快速
総武線快速中央線快速

中央線快速
中央線快速

東武東上線

新宿

千葉

東京東京
品川

羽田空港

二子玉川

横浜

南流山
新松戸

京成上野
上野

御茶ノ水 秋葉原

松戸

成田空港

西船橋西船橋西船橋

京成船橋
浜松町

自由が丘

田園調布

多摩川

大岡山大岡山

渋谷
医療センター

大橋病院

医療センター
大森病院

羽田空港クリニック
羽田空港国際線クリニック

目黒
五反田

大崎

大井町

大森

旗の台
大森町

天空橋京急蒲田

新木場
天王洲アイル

京成津田沼

船橋船橋
津田沼

京成
大久保

京成
佐倉

蒲田
梅屋敷

埼
京
線

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル

つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス

武
蔵
野
線

東
武
野
田
線

大 森
キャンパス

習志野
キャンパス 医療センター

佐倉病院

駒場・大橋地区

大森地区

井の頭線

田園都市線

淡島通り

玉川通り

● 第三機動隊

　国道246号線　国道246号線
目黒川

至 淡島

至 三軒茶屋 至 渋谷

至 新宿

至 渋谷
駒場東大前

駒場東邦中・
高等学校

医療センター
大橋病院

医療センター
大橋病院新病院

大橋寮

池尻大橋

国道15号線（第1京浜）

梅
屋
敷
商
店
街

京急蒲田 梅屋敷
大森町 平和島京浜急行線京浜急行線

JR京浜東北線

至 横浜至 横浜

環
状
八
号
線

環
状
七
号
線

看護学部

法人本部

医学部

医療センター
大森病院

蒲田 大森
至 川崎至 川崎 至 東京

習志野・八千代地区

佐倉地区

環
状
六
号
線

京成津田沼

津田沼 京成大久保

実籾

八千代台

至 船橋

至 船橋

至 千葉

桑納川

千葉県済生会千葉県済生会
習志野病院習志野病院 ● ●

日本大学日本大学日本大学日本大学

成田街道
成田街道 付属東邦中・

高等学校

八千代薬草園
・運動場

薬学部・理学部・健康科学部

桑橋運動場

四街道 物井 佐倉

ユーカリが丘

臼井

佐倉

東関東自動車道
四街道インター四街道インター四街道インター四街道インター

JR

京成電鉄

佐倉看護専門学校
医療センター

佐倉病院

●
佐倉市役所佐倉市役所

保育園

法人本部／産学連携本部／学事統括部／大学院医学研究科／
医学部／大森学事部／メディアネットセンター
〒143-8540 大田区大森西5-21-16 TEL.03-3762-4151 （大代）
大学院看護学研究科／看護学部
〒143- 0015 大田区大森西4-16-20 TEL.03-3762-9881
医療センター大森病院
〒143- 8541 大田区大森西6-11-1 TEL.03-3762-4151 （大代）
保育園
〒143- 0015 大田区大森西5-3-15 TEL.03-3762-4151 （大代）
羽田空港クリニック
〒144- 0041 大田区羽田空港3-4-2 TEL.03-6428-8121
羽田空港国際線クリニック
〒144-0041 大田区羽田空港2-6-5 TEL.03-5708-8011
医療センター大橋病院
〒153-8515 目黒区大橋2-17-6 TEL.03-3468-1251（代）

医療センター佐倉病院
〒285-8741 佐倉市下志津564-1 TEL.043-462-8811 （代）
大学院薬学研究科／大学院理学研究科／薬学部／理学部／健康科学部／
習志野学事部
〒274-8510  船橋市三山2-2-1 TEL.047-472-9199 （代）
付属東邦中・高等学校
〒275-8511 習志野市泉町2-1-37 TEL.047-472-8191～2
駒場東邦中・高等学校
〒154-0001 世田谷区池尻4-5-1 TEL.03-3466-8221
佐倉看護専門学校
〒285-0841  佐倉市下志津292-13 TEL.043-462-5820 （代）
軽井沢山荘
〒389-0112  長野県北佐久郡軽井沢町中軽井沢　TEL.0267-45-5900

学校法人東邦大学所在地一覧
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〒143-8540  東京都大田区大森西5-21-16
03-3762-4151  内線 2132・2128

学校法人東邦大学  法人本部総務部
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